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初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

竹
島
、
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
巡
る
日

韓
、
日
中
関
係
の
緊
迫
化
、
消
費
税
増

税
法
案
、
原
発
存
続
・
廃
止
問
題
を
巡

る
政
治
の
混
迷
、
そ
し
て
衆
議
院
解
散
、

総
選
挙
と
、
政
治
・
外
交
面
で
多
く
の

課
題
が
表
面
化
し
、
問
題
へ
の
対
応
に

明
け
暮
れ
た
多
難
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
企
業
経
営
面
で
は
、
新
日
本
製

鐵
、
住
友
金
属

工
業
の
合
併
、

三
菱
重
工
と
日

立
の
重
電
事
業

の
統
合
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
の
二

兆
円
に
迫
る
米

携
帯
電
話
会
社

ス
プ
リ
ン
ト
・

ネ
ク
ス
テ
ル
の

買
収
、
丸
紅
の

米
穀
物
大
手
の

ガ
ビ
ロ
ン
の
買

収
、
ま
た
中
堅

企
業
で
も
外
国

企
業
の
買
収
が
相
次
ぐ
な
ど
、
国
内
外

に
わ
た
り
企
業
統
合
、
事
業
再
編
、
海

外
Ｍ
＆
Ａ
等
が
活
発
化
い
た
し
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
を
背
景
に
こ

う
し
た
動
き
は
今
後
益
々
加
速
す
る
よ

う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
足
元
の
経
済
情
勢

に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
十
二
月
十
日
に

公
表
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
七
―
九
月
期

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
二
次
速
報
で
は
、
前
期

比
年
率
で
マ
イ
ナ
ス
三
・
五
％
と
、
２

四
半
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
り

ま
し
た
。

欧
州
・
中
国
な
ど
海
外
経
済
が
減
速

す
る
中
で
、
エ
コ
カ
ー
補
助
金
と
い
う

政
策
効
果
の
支
え
が
な
く
な
り
、
そ
こ

に
日
中
摩
擦
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
こ

と
が
要
因
で
、
今
後
新
政
権
に
よ
る
大

型
財
政
出
動
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、

二
四
年
度
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
一

％
に
届
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
二
五
年
度
の
日
本
経
済
も
主

要
経
済
調
査
機
関
の
予
測
平
均
で
は
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
一
％
台
半
ば
と

な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
厳
し
い
経
済

情
勢
が
続
く
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

低
迷
す
る
日
本
経
済
と
い
わ
れ
て
、

す
で
に
二
〇
年
が
経
ち
ま
す
。
確
か
に

実
体
経
済
は
長
期
間
、
厳
し
さ
が
継
続

し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
し
て
も
日
本
の
企
業
経
営
者
も

従
業
員
も
、
そ
の
将
来
に
つ
い
て
悲
観

的
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
経
済
情
勢
の
中

で
こ
そ
、
企
業
の
真
の
実
力
、
競
争
力

が
試
さ
れ
る
の
で
す
。
国
内
外
で
の
市

場
開
拓
や
中
核
事
業
・
製
品
の
絞
り
込

み
な
ど
、
企
業
が
成
長
の
た
め
に
対
応

す
べ
き
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
存
在
す
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

現
に
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
で
も

好
業
績
を
あ
げ
る
企
業
も
存
在
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
円
高
で
苦
し
む
中
小
企

業
の
中
で
も
、
積
極
的
に
海
外
に
打
っ

て
出
て
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
国
内
雇
用
を
増
加
さ
せ
て
い
る

企
業
も
出
て
き
て
い
る
の
で
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
只
今
申
し
上
げ
ま

し
た
諸
情
勢
、
諸
環
境
を
踏
ま
え
、
今

後
の
企
業
経
営
に
つ
い
て
三
点
お
話
し

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、
一
点
目
は
、�
経
営
者
の
器

量
�
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。
日

本
を
代
表
す
る
経
営
学
者
で
あ
る
一
橋

大
学
名
誉
教
授
の
伊
丹
敬
之
氏
は
、
現

代
の
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
器
量
と

し
て
、
次
の
三
つ
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。第

一
は
、「
考
え
る
こ
と
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
さ
と
深
さ
」

第
二
は
、「
異
質
な
人
材
を
受
け
入

れ
る
度
量
」

第
三
は
、「
想
定
外
の
出
来
事
を
呑

み
込
む
力
」

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
進
行
し
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
必
要
性
が
問
わ
れ
、
そ

し
て
厳
し
く
不
透
明
な
現
代
に
求
め
ら

れ
る
リ
ー
ダ
ー
の
素
養
を
的
確
に
表
し

た
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

経
営
者
に
限
ら
ず
、
多
く
の
方
々
が

過
去
の
知
識
・
経
験
や
慣
れ
親
し
ん
だ

仕
事
の
や
り
方
に
頼
り
が
ち
で
す
が
、

現
在
の
よ
う
な
激
変
す
る
経
済
社
会
で

は
、
こ
う
し
た
一
度
固
ま
っ
た
知
識
・

経
験
・
手
法
の
塊
を
ほ
ぐ
し
、
必
要
の

な
い
も
の
を
捨
て
、
あ
ら
た
な
知
識
を

組
み
直
す
と
い
う
、
い
わ
ば
�
学
び
ほ

ぐ
し
�
の
作
業
が
必
要
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

本
日
ご
参
集
の
経
営
者
の
方
々
も
、

先
程
申
し
上
げ
た
経
営
者
の
器
量
の
三

要
素
を
全
て
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
方
は

少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

�
学
び
ほ
ぐ
し
�
に
よ
り
、�
変
え
る

べ
き
部
分
を
変
え
��
足
ら
な
い
部
分

は
少
し
ず
つ
積
み
上
げ
る
�
努
力
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
は
、
社
員
に
共
有
す
べ
き
目

標
を
指
し
示
す
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
で
す
。
今
更
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な

く
、
組
織
全
員
が
目
標
を
共
有
し
て
、

そ
の
実
現
に
向
か
っ
て
行
動
す
る
よ
う

に
仕
向
け
る
こ
と
は
経
営
者
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
際
に
共
有
す
べ
き
目
標
は

「
自
分
た
ち
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
し
て
い
る
の
か
」「
自
分
た
ち
の
大

切
な
時
間
を
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

費
や
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
社
員
の

問
い
に
答
え
ら
れ
る
『
意
味
の
あ
る
目

標
』
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
く
「�
穴
を
掘
る
こ
と
�
と
�
井

戸
を
掘
る
こ
と
�
の
違
い
」
と
い
う
こ

と
が
言
わ
れ
ま
す
。
真
夏
の
炎
天
下
、

地
面
に
穴
を
掘
る
こ
と
は
苦
痛
以
外
の

何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
「
穴
を

掘
れ
」
と
上
司
か
ら
命
令
さ
れ
れ
ば
、

そ
れ
は
苦
役
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
地
面
の
下
に
地
下
水

が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
汲
み
上
げ
る
た
め
に
「
井
戸
を

掘
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
炎
天
下
で
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西部地区
協 議 会

「
食
は
生
命
な
り
」

女
子
栄
養
大
学
で
学
ぶ

穴
を
掘
る
作
業
も
、
冷
た
く
て
お
い
し

い
水
を
飲
む
と
い
う
希
望
に
変
わ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
一
致
団
結
し
て
知
恵
を

出
し
合
い
、
地
下
水
脈
に
た
ど
り
着
い

た
暁
に
は
、
大
き
な
喜
び
と
達
成
感
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

経
営
者
の
皆
様
の
指
示
は
、「
穴
を

掘
る
」
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。「
井
戸
を
掘
る
」
と
い
う

意
味
を
理
解
さ
せ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
組
織
を
束
ね
る
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
な
の
で
す
。
是
非
こ
の
こ
と
を

日
々
自
問
自
答
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

三
点
目
は
、
社
員
に
対
し
あ
る
意
味

で
気
楽
に
構
え
さ
せ
、
仕
事
に
対
し
て

前
向
き
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
の
必
要

性
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。

厳
し
く
、
先
行
き
不
透
明
な
経
営
環

境
下
で
は
、
リ
ス
ク
管
理
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

ト
ッ
プ
が
極
端
な
リ
ス
ク
偏
重
主
義
に

陥
る
と
、
職
場
に
は
閉
塞
感
が
醸
成
さ

れ
、
社
員
は
会
社
の
未
来
に
希
望
を
持

て
ま
せ
ん
。

社
員
に
や
る
気
を
起
こ
さ
せ
、
前
向

き
に
仕
事
に
取
り
組
ま
せ
る
た
め
に
も
、

い
い
意
味
で
気
楽
に
構
え
、
仕
事
に
前

向
き
に
そ
し
て
余
裕
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
す
る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
最
近
、
企
業
経
営
者
が
書
い

た
、
仕
事
は
�
一
勝
九
敗
�
や
�
六
勝

四
敗
�
で
い
い
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
本

が
よ
く
売
れ
て
い
ま
す
が
、
厳
し
く
先

行
き
不
透
明
な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

経
営
者
に
と
っ
て
は
こ
う
し
た
姿
勢
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

代
表
作
「
ロ
ー
マ
人
の
物
語
」
で
有

名
な
塩
野
七
生
さ
ん
は
、
著
書
「
日
本

人
へ

国
家
と
歴
史
編
」
の
中
で
「
亡

国
の
悲
劇
と
は
、
人
材
が
欠
乏
す
る
か

ら
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
人
材
は
い
て

も
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

機
能
し
な
く
な
る
か
ら
起
こ
る
」
と
い

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
社
員
に
や
る
気
を

起
こ
さ
せ
、
前
向
き
に
取
り
組
ま
せ
る

た
め
の
経
営
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
皆

さ
ん
の
企
業
を
�
亡
国
�
に
導
く
こ
と

を
防
ぐ
最
大
の
防
御
策
と
な
る
の
で
す
。

最
後
に
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
各

種
情
報
提
供
機
能
の
強
化
」、「
会
員
同

士
の
情
報
交
換
機
会
の
拡
充
」
を
目
的

に
、
本
年
度
は
経
営
者
向
け
の
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
等
に
加
え
、

委
員
会
・
研
究
会
活
動
を
新
設
す
る
な

ど
、
そ
の
内
容
を
質
量
と
も
大
幅
に
充

実
・
強
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
推
進
で
き
ま

し
た
の
も
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力

の
賜
物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

本
年
も
こ
の
取
組
み
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
、
会
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
お

役
に
立
つ
事
業
の
企
画
・
運
営
を
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
事
業
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
年
頭
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

西
部
地
区
協
議
会
（
議
長
・
織
田
秀
明
・

ボ
ッ
シ
ュ
�
取
締
役
会
長
、
当
会
副
会
長
）

が
十
一
月
六
日
�
、
女
子
栄
養
大
学
に
お
い

て
関
係
者
を
含
め
三
十
一
名
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
開
会
前
に
、
メ
デ
ィ
ア
で
話
題

沸
騰
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
レ
シ
ピ
本
「
女
子
栄
養

大
学
の
学
生
食
堂
」
の
基
で
あ
る
学
生
食
堂

で
、
お
い
し
く
て
、
安
価
で
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
当
校
自
慢
の
昼
食
を
参
加
者
全
員
で

試
食
し
た
。

そ
の
後
、
開
会
挨
拶
で
織
田
秀
明
議
長
は
、

円
高
等
々
で
経
営
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
人
が
食
で
健
康
に
な

り
、
そ
の
元
気
を
経
済
に
も
及
ぼ
し
、
会
員

企
業
も
「
健
康
増
進
」
を
目
指
し
て
ほ
し
い

と
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

そ
の
後
、
五
明
紀
春
副
学
長
が
歓
迎
挨
拶

を
行
っ
た
が
、
そ
の
中
で
、
女
子
栄
養
大
学

は
、
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
栄
養
学
部
に
、
実

践
栄
養
学
科
、
保
健
栄
養
学
科
、
食
文
化
栄

養
学
科
の
三
学
科
、
駒
込
キ
ャ
ン
パ
ス
に
二

部
（
夜
間
、
男
女
共
学
）
の
保
健
栄
養
学
科

が
あ
り
、
坂
戸
に
二
千
人
、
駒
込
を
含
め
て

二
千
二
百
人
以
上
の
学
生
が
在
籍
し
、
毎
年
、

五
百
人
を
超
え
る
人
材
を
社
会
に
送
り
出
し

て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
取
得
で
き
る
資
格
も

多
く
、
特
に
管
理
栄
養
士
で
は
、
す
で
に
六

千
人
近
く
の
卒
業
生
が
資
格
を
取
得
し
て
活

躍
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
実
際
の
仕
事
に
就
い
て
、
大
学
で
勉
強

し
た
こ
と
を
企
業
、
そ
し
て
社
会
の
中
で
生

か
し
て
い
る
こ
と
は
女
子
栄
養
大
学
の
誇
る

べ
き
伝
統
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

続
い
て
、
事
務
局
報
告
が
あ
り
、「
最
近

の
大
学
事
情
と
産
学
連
携
の
役
割
」
と
題
し

た
講
演
を
、
女
子
栄
養
大
学

染
谷
忠
彦
常

任
理
事
が
行
っ
た
。

講
演
で
は
、
大
学
の
経
営
を
継
続
す
る
た

目

次

頁

�
新
春
所
感

１
〜
２

�
西
部
地
区
協
議
会（
女
子
栄
養
大
）２

北
部
地
区
協
議
会（
本
庄
早
稲
田
）３

南
部
地
区
協
議
会
（
日
本
信
号
）
３

中
部
地
区
協
議
会
（
埼
玉
大
学
）
４

�
産
業
教
育
フ
ェ
ア
（
第
三
回
産
業
教

育
委
員
会
）、
地
域
就
職
支
援
会
議５

�
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
第
三
回

Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
、
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ

委
員
会

６

�
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
、
第
三

回
、
第
四
回
企
業
戦
略
研
究
会

７

�
第
五
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員

会
、
埼
玉
大
学
と
の
合
同
特
別
公

開
講
座
第
二
講
、
国
家
公
務
員
の

再
就
職
規
制
に
ご
注
意
を

８

�
企
業
経
営
動
向
調
査
（
十
月
度
）

９
〜
１１

�
「
こ
の
人
」
中
央
情
報
専
門
学
校
・

岡
本
理
事
長
・
企
業
紹
介
欄
、広
告

１２
〜
１３

�
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話
題

北
部
（
ア
ロ
ハ
ガ
ス
）、
南
部
（
ネ

ッ
ツ
ト
ヨ
タ
）、
西
部
（
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ

Ｍ
Ｉ
）、
中
部（
サ
イ
ボ
ウ
）
１４
〜
１５

�
紙
上
名
刺
交
換
会

１６
〜
１７

�
青
年
部
会
全
国
大
会
（
高
知
）、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
報
告
会

１８

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

１９

�「
も
の
つ
く
り
大
学
」へ
よ
う
こ
そ
２０

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
会

２１

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
見
直
し
・

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
、
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
労
働
法

２２
〜
２４

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

２５

�
日
本
経
団
連
提
言
・
提
案
、「
こ
ん

な
時
に
こ
ん
な
事
を
」

２６

�
事
業
だ
よ
り
、
広
告

２７

�
告
知
版
、会
員
の
動
き
、埼
玉
音
協
２８

学
生
食
堂
で
昼
食
を
と
る
参
加
者

講
演
す
る
染
谷
忠
彦
常
任
理
事

― ２ ―
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北部地区
協 議 会

本
庄
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
学
ぶ

���
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���
���
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南部地区
協 議 会

日
本
信
号
の
安
全
の
根
幹
は

「
フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
技
術
」

め
に
、
短
期
的
に
学
生
を
集
め
る
た
め
に
学

部
・
学
科
改
編
を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、

創
設
以
来
大
切
に
し
て
き
た
理
念
を
将
来
の

社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
し

い
付
加
価
値
や
存
在
価
値
を
社
会
に
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
大
学
教
育
も
世
界

標
準
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。
ま

た
、
個
性
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
し
た
事
例

と
し
て
、
関
東
で
一
番
早
く
改
革
を
ス
タ
ー

ト
し
た
東
洋
大
学
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

を
目
標
に
極
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
国

際
教
養
大
学
、
そ
し
て
「
食
」
と
「
健
康
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
強
味
を
確
立
し
た
本
学

の
事
例
を
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
後
の
校
内
見
学
で
、
学
園
創
立
者
の

香
川
綾
・
昇
三
記
念
展
示
室
を
拝
見
し
、
香

川
夫
妻
の
偉
大
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
。
最

後
に
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
、
西
部
地

区
協
議
会
の
見
学
会
は
盛
会
裏
の
内
に
終
了

し
た
。

北
部
地
区
協
議
会
（
議
長＝

橋
元
健
キ

ヤ
ノ
ン
電
子
�
専
務
取
締
役
、
本
会
副
会

長
）
が
十
一
月
十
三
日
�
、
本
庄
早
稲
田
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
に
て
開
催
さ
れ
、
十
六
名
が

参
加
し
た
。

今
回
は
、
二
〇
一
二
年
五
月
、
埼
玉
県
の

エ
コ
タ
ウ
ン
に
選
定
さ
れ
た
本
庄
市
の
中
核

事
業
で
、産
学
官
連
携
で
推
進
し
て
い
る「
本

庄
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
構
想
に
関
す
る
講
演
と
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
複
合
型
分
散
電

源
シ
ス
テ
ム
の
実
証
棟
な
ど
を
見
学
し
た
。

会
は
橋
元
健
議
長
が
開
会
挨
拶
、
事
務
局

報
告
に
続
き
、
嶋
根
繁
公
益
財
団
法
人
本
庄

早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
専
務
理
事
が

「
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
と
産
学
官
連
携

の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
、
本
庄
ス
マ
ー
ト

エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

を
説
明
さ
れ
た
。

嶋
根
専
務
理
事
は
、
本
庄
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
の
経
緯
、
財
団
の
設
立
経
緯
、
産
学
官
連

携
拠
点
構
想
、
産
学
官
連
携
活
動
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
経
緯
な
ど
を
説
明
さ
れ
、
本
庄
ス

マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
目
的
と
し
て
、
�
本
庄
の
強
み
（
自
然
環

境
、
災
害
リ
ス
ク
、
交
通
の
要
所
、
大
学
の

知
、
伝
統
文
化
）と
先
端
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
・

交
通
シ
ス
テ
ム
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
安
全
・

安
心
の
ま
ち
を
実
現
す
る
、
�
特
に
都
心
に

仕
事
を
持
つ
子
育
て
世
代
に
訴
求
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
、
�
人
材
育
成
の
拠
点
形

成
、
�
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
よ
る
地
域

産
業
の
創
出
を
あ
げ
、「
本
庄
ス
マ
ー
ト
エ

ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
産
学

官
民
の
総
力
を
結
集
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
様
々
な
課
題
を
解
決

す
る
夢
の
街
の
実
現
に
向
け
て
早
大
が
組
織

を
あ
げ
て
街
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

と
、
早
稲
田
大
学
の
ス
タ
ン
ス
を
強
調
さ
れ

た
。続

い
て
、
小
野
田
弘
士
早
稲
田
大
学
環
境

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
が
「
本
庄
ス
マ

ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
け
る
産
学
官
連
携
」
と
題
し
て
、
取
り
組

み
事
例
と
将
来
の
計
画
に
つ
い
て
説
明
さ
れ

た
。小

野
田
准
教
授
は
、
�
イ
ン
フ
ラ
に
着
目

し
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
ポ
イ
ン
ト
、
�
イ
ン
フ
ラ
全
体
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
、
�
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
構
想
、
�
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
形
成
へ
求
め
ら
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、

�
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
類
型
な

ど
を
説
明
さ
れ
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
活
用
も
含
め
次
世
代
モ
デ
ル
都
市
を

構
築
す
る
た
め
に
は
、
産
学
官
民
が
一
体
と

な
り
、
こ
れ
か
ら
先
を
ど
う
す
る
か
を
真
剣

に
話
し
合
い
、
実
現
し
て
い
く
た
め
の
覚
悟

が
必
要
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
、
民
間
企
業
が
参
入
で
き
る
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
る
必
要
も
あ
る
」
と
語

ら
れ
た
。

講
演
後
は
、
本
庄
早
稲
田
駅
に
隣
接
す
る

地
域
に
設
備
し
た
「
分
散
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
制
御
シ
ス
テ
ム
実
証
棟
」
を
見
学

し
、
見
学
後
は
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
で
交
流
会
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱

心
に
情
報
交
換
し
、
和
や
か
に
閉
会
し
た
。

南
部
地
区
協
議
会
（
議
長
・
牛
窪
啓
詞
�

愛
工
舎
製
作
所
社
長
、
当
会
副
会
長
）
が
十

一
月
二
十
一
日
	
、
日
本
信
号
株
式
会
社
久

喜
事
業
所
に
お
い
て
関
係
者
を
含
め
四
十
五

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

会
は
事
務
局
の
司
会
で
進
行
し
、
開
会
で

挨
拶
に
立
っ
た
牛
窪
啓
詞
議
長
は
、
円
高

等
々
で
経
営
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ

る
が
、
も
の
つ
く
り
の
基
本
、
安
心
・
安
全

を
こ
の
日
本
信
号
�
で
学
ん
で
い
た
だ
き
、

開
会
挨
拶
を
す
る
織
田
秀
明
西
部
地
区

協
議
会
議
長

橋
本
健
本
会
副
会
長
・
北
部
地
区
協
議
会

議
長（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�
専
務
取
締
役
）

嶋
根
繁
公
益
財
団
法
人
本
庄
早
稲
田

国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
専
務
理
事

小
野
田
弘
士
早
稲
田
大
学
環
境
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

歓
迎
挨
拶
を
す
る
藤
原
健
久
喜
事
業
所

長

開
会
の
挨
拶
を
す
る
牛
窪
啓
詞
南
部
地

区
協
議
会
議
長
（
本
会
副
会
長
）

― ３ ―
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中部地区
協 議 会

埼
玉
大
学
Ａ
Ｍ
Ｉ
研
究
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
と
見
学

今
後
の
経
営
に
大
い
に
生
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
述
べ
る
と
と
も
に
協
議
会
開
催
に
際

し
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
謝
辞

を
述
べ
た
。

次
に
、
藤
原
健
執
行
役
員
事
業
所
長
か
ら

歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
続
い
て
、
事
務
局
報
告

が
な
さ
れ
、
特
に
委
員
会
・
研
究
会
委
員
へ

の
積
極
的
な
登
録
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
後
、
当
社
の
概
要
説
明
が
あ
り
、
会

社
案
内
Ｖ
Ｔ
Ｒ
上
映
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
日
本
信
号
は
、
鉄
道
信
号
技

術
の
国
産
化
と
発
展
を
担
い
、
１
９
２
８
年

に
誕
生
し
、
日
本
の
鉄
道
は
世
界
に
類
の
な

い
安
全
で
快
適
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
に
成
長
し

た
。
そ
の
日
々
の
安
全
と
快
適
な
列
車
運
行

を
支
え
て
い
る
の
が
、
日
本
信
号
の
フ
ェ
ー

ル
セ
ー
フ
技
術
で
あ
り
、
最
初
の
腕
木
式
信

号
機
か
ら
現
在
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
も
の
づ
く
り
の
根
幹
を
成
す
思
想
で
あ

る
と
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
久
喜
事
業
所
は
、

日
本
信
号
の
知
識
集
約
型
事
業
所
と
し
て
の

中
心
拠
点
で
あ
り
、
当
社
の
研
究
、
開
発
、

設
計
、
生
産
の
要
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
新
し
い
価
値
の
創
造
の
た
め
の
オ
フ

ィ
ス
空
間
を
確
保
し
、
環
境
と
の
共
生
を
実

現
す
る
た
め
の
様
々
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
技
術
を

各
所
に
導
入
し
て
い
る
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
二
組
に
分
か
れ
、
展
示
場
見
学

が
行
わ
れ
た
。

展
示
場
見
学
で
は
、
日
本
信
号
社
史
、
実

物
の
交
通
信
号
、
腕
木
式
信
号
機
、
単
灯
型

色
灯
式
信
号
機
、
列
車
の
間
隔
を
制
御
す
る

し
く
み
、
列
車
の
速
度
を
制
御
す
る
し
く
み
、

さ
ら
に
、
鉄
道
信
号
シ
ス
テ
ム
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
連
動
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
自
動
列
車
停
止

装
置
）
Ａ
Ｔ
Ｃ
（
自
動
列
車
制
御
装
置
）
の

働
き
を
模
型
列
車
の
運
転
で
体
験
し
、
素
人

に
も
わ
か
り
易
く
、
懇
切
丁
寧
な
説
明
を
い

た
だ
い
た
。

さ
ら
に
、
質
疑
応
答
で
は
基
本
的
な
質
問

に
も
答
え
て
い
た
だ
き
、
当
社
の
安
全
に
対

す
る
考
え
方
と
、
今
後
経
営
の
進
む
方
向
が

理
解
で
き
た
。

最
後
に
、
藤
池
誠
治
当
会
副
会
長
（
デ
サ

ン
社
長
）
よ
り
、
謝
辞
と
閉
会
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
南
部
地
区
協
議
会
の
見
学
会
は
盛
会

裏
の
内
に
終
了
し
た
。

中
部
地
区
協
議
会
が
十
一
月
二
六
日
�
、

午
後
よ
り
埼
玉
大
学
で
昨
年
四
月
に
設
立
さ

れ
た
Ａ
Ｍ
Ｉ
（
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
・
モ
ビ
リ
テ

ィ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
）
研
究
セ
ン
タ
ー

の
見
学
な
ど
、
三
〇
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ

た
。会

は
、
宮
澤
政
信
本
会
副
会
長
・
中
部
地

区
協
議
会
議
長
（
マ
ル
キ
ュ
ー
�
代
表
取
締

役
社
長
）
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
事
務
局
報
告
、

続
い
て
、
濱
田
豊
埼
玉
大
学
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
産
学
官
連
携
部
門
副

部
門
長
が
埼
玉
大
学
産
学
官
連
携
協
議
会
の

説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、
綿
貫
啓
一
埼
玉
大

学
Ａ
Ｍ
Ｉ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
を
は
じ

め
、
各
研
究
室
担
当
の
教
授
、
助
教
か
ら
研

究
内
容
の
説
明
・
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

Ａ
Ｍ
Ｉ
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
人
が
意
識
せ

ず
に
、
安
全
、
安
心
、
快
適
で
エ
コ
な
空
間

や
移
動
を
実
現
す
る
た
め
の
先
進
的
な
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
イ
ス
技
術
に
つ
い
て
重
点
的
に
研

究
を
行
い
、
密
接
な
産
学
官
連
携
に
よ
る
技

術
研
究
開
発
、
サ
ー
ビ
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

人
材
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

◇
各
研
究
室
の
研
究
領
域
と
説
明
者

○
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
脳
科

学

Ａ
Ｍ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
長

綿
貫
啓
一
教

授
○
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン

久
野
義
徳
教
授

○
全
身
型
触
覚
セ
ン
サ
ー
「
ハ
プ
テ
ィ
ッ
ク

ア
ー
マ
」

辻
俊
明
助
教

○
制
御
工
学
と
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

水
野
毅

教
授

○
超
音
波
を
利
用
し
た
触
覚
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク

�
�
正
也
教
授

各
教
授
陣
か
ら
の
研
究
分
野
の
説
明
後
、

参
加
者
を
十
名
程
度
づ
つ
の
三
班
に
分
け
各

研
究
室
を
見
学
し
た
。

□
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
部
門

・
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
技
術
を
用
い
た

も
の
づ
く
り
技
能
伝
承

・
脳
科
学
研
究
の
知
見
に
基
づ
い
た
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
イ
ス
・
機
器

・
次
世
代
自
動
車
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
関
連

研
究

・
人
に
優
し
い
福
祉
機
器
・
ロ
ボ
ッ
ト

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ

ン
・
拡
張
力
覚
と
そ
の
可
視
化
シ
ス
テ
ム

・
リ
ハ
ビ
リ
支
援
シ
ス
テ
ム
及
び
鏡
面
反
射

除
去
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ

□
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
部
門

・
回
転
ロ
ー
タ
と
パ
ッ
ド
間
の
発
熱
と
摩
擦

振
動

・
磁
気
浮
上

・
除
振
装
置

・
静
電
浮
上

・
超
音
波
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

・
皮
膚
感
覚
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
実
演

・
超
音
波
モ
ー
タ
実
演

約
一
時
間
半
に
亘
っ
て
最
先
端
研
究
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
協
議
会
は
終
了
し
た
。

埼
玉
大
学
Ａ
Ｍ
Ｉ
研
究
セ
ン
タ
ー
の
紹

介

綿
貫
啓
一
Ａ
Ｍ
Ｉ
研
究
セ
ン
タ
ー

長
・
教
授

宮
澤
政
信
本
会
副
会
長
・
中
部
地
区
協

議
会
議
長
（
マ
ル
キ
ュ
ー
�
代
表
取
締

役
社
長
）

研
究
室
の
見
学
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
イ
ス
研
究
室
）

展
示
場
見
学

― ４ ―



本
会
が
共
催
し
た
「
第
二
十
二
回
埼

玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」が
埼
玉
県
教
育

委
員
会
と
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会
の

主
催
に
よ
り
十
一
月
十
日
�
か
ら
十
一

日
�
の
二
日
間
の
日
程
で
第
三
回
産
業

教
育
委
員
会
も
兼
ね
て
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

「
専
門
高
校（
農
業
・
工
業
・
商
業
・

家
庭
・
看
護
・
福
祉
）
に
よ
る
体
験
型

学
び
の
祭
典
」
と
題
し
て
専
門
高
校
等

の
生
徒
に
よ
る
学
習
成
果
発
表
と
「
高

校
生
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
」
も

同
時
開
催
さ
れ
、
産
業
教
育
を
中
心
と

し
た
高
校
生
の
学
び
の
祭
典
に
二
日
間

の
来
場
者
は
二
二
、
七
〇
〇
人
に
の
ぼ

っ
た
。

開
会
式
で
は
本
会
が
紹
介
し
た
ラ
イ

フ
ネ
ッ
ト
生
命
保
険
株
式
会
社

代
表

取
締
役
副
社
長
岩
瀬
大
輔
氏
を
招
き
、

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
た
。
ご

自
身
の
経
験
を
も
と
に
、「
チ
ャ
ン
ス

は
誰
に
で
も
必
ず
来
る
。
そ
れ
ま
で
に

し
っ
か
り
準
備
す
る
こ
と
、
そ
し
て
訪

れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
す
こ
と
な
く
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
」
の
重
要
性
を
説

か
れ
、
参
加
し
た
高
校
生
達
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。
ま
た
、
各
会
場
で

は
専
門
高
校
等
に
よ
る
作
品
展
示
、
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
コ
ン
テ
ス
ト
、
各
種
発

表
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
、

ミ
ニ
電
車
・
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
の
試
乗

の
他
、「
実
践

的
職
業
教
育
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
成
果
発
表

会
」と
し
て「
実

践
的
商
品
開

発
」
を
中
心
と

し
た
各
学
校
の
発
表
と
、
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅

コ
ン
コ
ー
ス
西
口
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

で
の
生
徒
開
発
商
品
の
販
売
、
高
校
生

に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
で
は
高
校

生
に
よ
る
小
中
学
生
の
た
め
の
科
学
教

室
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
た
。

本
会
は
今
後
と
も
教
育
界
と
地
元
産

業
界
の
連
携
強
化
に
努
め
、
本
県
の
次

代
を
担
う
若
者
の
育
成
に
引
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
位

の
一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
五
年
三
月
高
校
卒
業
予
定
者

の
た
め
の
地
域
就
職
支
援
会
議
開
催

本
県
の
十
一
月
末
現
在
の
高
校
新
卒

予
定
者
の
就
職
内
定
率
が
七
二
・
五
％

就
職
未
内
定
者
数
二
、
〇
七
六
人
（
全

国
平
均
四
一
・
〇
％
十
一
月
末
）
と
若

年
雇
用
の
低
迷
が
続
く
中
、
本
会
で
は

若
年
層
の
雇
用
促
進
の
た
め
、
県
教
育

委
員
会
と
連
携
し
県
内
４
ヶ
所
で
高
校

の
進
路
指
導
担
当
者
と
地
域
企
業
・
経

済
団
体
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
交
え
て
の

地
域
就
職
支
援
会
議
を
開
催
し
た
。

こ
の
支
援
会
議
で
は
「
高
校
の
就
職

指
導
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
の
協
議
を

通
し
て
、
企
業
側
か
ら
高
校
の
就
職
指

導
に
関
す
る
意
見
・
要
望
と
学
校
側
か

ら
の
現
状
説
明
や
企
業
側
へ
の
要
望
等
、

意
見
交
換
を
行
い
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
で
今
後
の
企
業
採
用
の
充
足
と
学

校
で
の
就
職
指
導
に
役
立
て
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
・
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
、
学

校
、
就
職
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

の
ブ
ー
ス
形
式
に
よ
る
情
報
交
換
会
で

は
高
校
生
の
就
職
に
関
す
る
熱
心
な
情

報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

本
会
で
は
今
後
も
県
教
育
委
員
会
と

協
力
し
て
若
年
者
雇
用
の
促
進
を
図
る

と
共
に
、
地
元
産
業
界
の
安
定
雇
用
に

資
す
る
た
め
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す

の
で
企
業
の
皆
様
に
も
御
理
解
と
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
会
共
催

第
二
十
二
回
埼
玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
開
催

企
業
・
学
校
と
の
「
高
校
生
の
就
職
指

導
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
の
協
議

開
会
式
の
様
子

県
立
新
座
総
合
技
術
高
等
学
校

に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

各
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
の
様
子

情
報
交
換
会
の
様
子

― ５ ―



平
成
二
四
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
日
本
経
済
再
生
の
た
め
に
今
実
行
す
べ
き
政

策
と
は
』と
題
し
て
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券
チ
ー

フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
河
野
龍
太
郎
氏
が
講
演

第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
企
業
不
祥
事
例
を
踏
ま
え
、あ
る
べ
き
経
営

倫
理
に
つ
い
て
考
え
る
』と
題
し
て
、埼
玉
大

学
経
済
学
部
准
教
授
水
村
典
弘
氏
が
講
演

第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
発
達
障
害
者
支
援
・
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』

開
催

平
成
二
四
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
は
、
十
一
月
十
九
日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
日
本
を
代
表
す
る
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
で
あ
る
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券
チ
ー
フ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
河
野
龍
太
郎
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
日
本
経
済
再
生
の
た

め
に
今
実
行
す
べ
き
政
策
と
は
」
と
題
し

て
開
催
さ
れ
、
四
七
名
の
方
々
が
参
加
し

た
。
河
野
氏
は
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
テ
ー
マ

で
あ
る
「
日
本
経
済
再
生
の
た
め
に
今
実

行
す
べ
き
政
策
と
は
」
と
い
う
レ
ジ
メ
と

と
も
に
「
世
界
経
済
の
見
通
し
〜
人
口
オ

ー
ナ
ス
時
代
の
世
界
経
済
」
と
い
う
資
料

を
も
と
に
講
演
を
行
っ
た
。（
両
資
料
と

も
に
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
掲
載
済
）。
講

演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

◆
日
本
経
済
は
低
成
長
期
が
始
ま
っ
て
既

に
二
〇
年
近
く
が
経
過
。
一
九
七
〇
年

代
半
ば
〜
一
九
九
〇
年
の
平
均
成
長
率

は
四
・
二
％
、
一
九
九
〇
年
代
は
一
・

三
％
、
二
〇
〇
〇
年
代
は
〇
・
六
％
。

財
政
・
金
融
政
策
で
は
潜
在
成
長
率
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
現
状
の

低
成
長
を
一
時
的
な
も
の
と
見
誤
り
、

財
政
・
金
融
政
策
の
大
判
振
る
舞
い
を

続
け
て
い
る
。
潜
在
成
長
率
の
低
下
を

社
会
が
受
け
入
れ
な
い
こ
と
が
、
公
的

債
務
膨
張
の
背
景
。

◆
政
府
に
高
い
成
長
を
求
め
る
財
界
に
も

問
題
が
あ
る
。
政
府
は
成
長
を
高
め
る

た
め
の
即
効
薬
を
持
っ
て
い
な
い
。
財

政
・
金
融
政
策
は
単
に
「
将
来
の
所
得

の
先
食
い
」
や
「
将
来
の
需
要
の
前
倒

し
」
に
過
ぎ
な
い
が
、
財
界
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
あ
り
、
財
政
・
金
融
政
策
な

ど
近
視
眼
的
政
策
を
続
け
、
そ
れ
が
経

済
の
不
要
な
波
を
作
り
出
し
て
い
る
。

◆
日
本
の
財
政
・
社
会
保
障
制
度
は
、
大

枠
が
一
九
七
〇
年
代
初
頭
に
完
成
さ
れ
、

高
度
成
長
期
を
前
提
と
し
た
大
判
振
る

舞
い
の
制
度
。
中
成
長
期
が
始
ま
っ
た

段
階
で
、
将
来
の
人
口
オ
ー
ナ
ス
期
に

備
え
、低
成
長
で
も
持
続
可
能
な
財
政
・

社
会
保
障
制
度
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
低
成
長
期
が
始
ま
っ

て
二
〇
年
も
経
っ
た
現
段
階
も
改
革
が

先
送
り
さ
れ
、
財
政
・
社
会
保
障
制
度

に
深
刻
な
持
続
可
能
性
問
題
が
生
じ
て

い
る
。
低
成
長
に
対
応
し
た
財
政
・
社

会
保
障
制
度
の
再
構
築
が
不
可
欠
。

◆
潜
在
成
長
率
を
高
め
る
た
め
の
成
長
戦

略
や
デ
フ
レ
脱
却
も
大
事
だ
が
、財
政
・

社
会
保
障
改
革
は
成
長
戦
略
と
は
切
り

離
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
名

目
成
長
率
が
高
ま
っ
て
も
、
長
期
金
利

が
上
昇
し
歳
出
が
増
え
れ
ば
問
題
は
解

決
し
な
い
。

◆
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
や
公
的

債
務
の
返
済
負
担
増
へ
の
懸
念
か
ら
、

家
計
や
企
業
が
消
費
や
設
備
投
資
を
抑

制
し
て
い
る
と
い
う
逆
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

も
観
測
さ
れ
る
。
消
費
や
投
資
を
抑
制

す
る
要
因
を
取
り
除
く
と
い
う
点
か
ら
、

財
政
・
社
会
保
障
制
度
改
革
は
成
長
戦

略
に
な
り
得
る
。

◆
経
済
成
長
は
、
民
間
部
門
が
自
由
な
経

済
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り

が
創
意
工
夫
を
発
揮
す
る
こ
と
か
ら
生

ま
れ
る
。
政
府
活
動
の
拡
大
は
基
本
的

に
経
済
成
長
を
阻
害
す
る
。規
制
緩
和
・

規
制
改
革
が
成
長
戦
略
の
根
幹
。
規
制

緩
和
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

参
加
は
必
須
。

◆
医
療
・
介
護
に
つ
い
て
は
成
長
分
野
と

な
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
が
現
状
の

ま
ま
だ
と
成
長
分
野
に
な
る
前
に
財
政

危
機
の
原
因
と
な
る
。
疾
病
の

性
質
に
応
じ
、
給
付
範
囲
の
見

直
し
、
給
付
率
の
引
き
下
げ
が

不
可
欠
。
ま
た
公
的
保
険
の
範

囲
を
縮
小
し
、
民
間
保
険
が
そ

れ
を
補
う
こ
と
も
考
慮
す
べ
き
。

◆
育
児
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
で
女
性

の
継
続
就
業
の
可
能
性
が
高
ま

れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
労
働
力
人

口
の
減
少
を
和
ら
げ
る
だ
け
で

な
く
、
平
均
的
な
日
本
の
労
働

者
の
人
的
資
本
の
水
準
を
高
め

る
。
人
々
が
欲
す
る
新
た
な
子

育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
成
長

分
野
が
誕
生
す
る
だ
け
で
な
く
、
労
働

力
人
口
減
少
の
緩
和
と
人
的
資
本
の
向

上
を
通
じ
た
生
産
性
上
昇
と
い
う
二
つ

の
経
路
か
ら
潜
在
成
長
率
を
高
め
る
。

◆
生
産
性
の
低
い
農
業
の
保
護
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
日
本
の
参
加
を
困
難
に
し
、
工
業

製
品
輸
出
を
困
難
に
し
か
ね
な
い
と
多

く
の
人
が
懸
念
す
る
が
、
問
題
は
そ
れ

だ
け
で
は
な
い
。
農
林
水
産
業
の
発
展

そ
の
も
の
を
阻
害
し
て
い
る
。
先
進
各

国
で
は
農
業
そ
の
も
の
が
高
い
生
産
性

を
持
ち
、
有
力
な
輸
出
産
業
で
あ
る
と

同
時
に
、
若
者
を
惹
き
つ
け
る
所
得
水

準
の
高
い
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
二
四
年
度
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

は
、
十
一
月
十
二
日
�
一
四
時
よ
り
、
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、「
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
企
業

を
目
指
し
て
〜
企
業
不
祥
事
例
を
踏
ま
え
、

あ
る
べ
き
経
営
倫
理
に
つ
い
て
考
え
る
」

と
題
し
て
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
経
営
学

科
准
教
授
の
水
村
典
弘
氏
よ
り
講
演
が
行

わ
れ
、
四
五
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

水
村
氏
は
、
企
業
倫
理
、
経
営
倫
理
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
バ
リ
ュ
ー
ズ
（
企
業
理

念
）
等
を
研
究
分
野
と
し
、
理
論
に
と
ど

ま
ら
ず
、
内
外
の
多
く
の
企
業
の
実
証
研

究
も
幅
広
く
行
っ
て
お
り
、
そ
の
研
究
成

果
を
踏
ま
え
、「
内
外
の
企
業
不
祥
事
例

の
紹
介
、
最
近
の
経
営
倫
理
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

今
後
の
経
営
倫
理
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に

つ
い
て
」
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

平
成
二
四
年
度
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

は
、
十
一
月
二
九
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、「
発
達
障
害
者
支
援
・

雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し
て
埼
玉
県
福

祉
部
福
祉
政
策
課
と
の
共
同
で
開
催
さ
れ
、

九
一
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ま
ず
埼
玉
障
害
者
職
業

セ
ン
タ
ー
主
任
障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
安
房
竜
矢
氏
よ
り
「
発
達
障
害
者
の
理

講
演
す
る
水
村
典
弘
氏

講
演
す
る
河
野
龍
太
郎
氏

質
問
す
る
参
加
者

セ
ミ
ナ
ー
風
景

― ６ ―



第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ス
ク
に
ど
う
対
応
す
べ
き

か
』を
テ
ー
マ
に
開
催

第
三
回
・
第
四
回
企
業
戦
略
研
究
会

『
機
能
す
る
戦
略
〜
経
営
戦
略
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
正
し
い
使
い
方
』、『
ど
う
す
れ
ば
差
別
化

を
機
能
さ
せ
ら
れ
る
の
か
〜
ポ
ー
タ
ー
の
競

争
戦
略
を
使
い
こ
な
す
』を
テ
ー
マ
に
信
州
大

学
准
教
授
牧
田
幸
裕
氏
が
連
続
講
義

解
と
雇
用
促
進
・
職
場
で
の
配
慮
に
つ
い

て
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
�
マ
ル
イ
キ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

取
締
役
社
長
武
居
哲
郎
氏
よ
り
「
発
達
障

が
い
者
の
方
々
の
雇
用
に
お
け
る
工
夫
に

つ
い
て
」、
ま
た
�
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
グ

リ
ー
ン
顧
問
青
木
一
男
氏
よ
り
「
当
社
、

発
達
障
が
い
者
社
員
の
採
用
か
ら
今
日
ま

で
」
と
題
す
る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
発
達
障
害
者
支
援

の
必
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
発
達
障
害
者
へ
の
対
応
に
関
す
る
具
体

的
事
例
の
発
表
が
あ
り
と
て
も
参
考
に
な

っ
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

今
後
も
本
会
で
は
発
達
障
害
者
支
援
・

雇
用
促
進
等
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
く
予
定
で
す
。

平
成
二
四
年
度
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
は
、
十
一
月
三
〇
日
�
一
三
時
三
〇

分
よ
り
、
北
与
野
駅
前
の
新
都
心
ビ
ジ
ネ

ス
交
流
プ
ラ
ザ
で「
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ス

ク
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
、
七
二
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

今
回
の
委
員
会
は
、
日
本
政
府
に
よ
る

尖
閣
諸
島
国
有
化
に
反
発
し
て
反
日
デ
モ

が
広
が
っ
た
中
国
で
は
、
生
産
設
備
の
損

傷
や
日
本
製
品
の
不
買
運
動
、
さ
ら
に
は

人
件
費
の
高
騰
等
、
中
国
進
出
の
リ
ス
ク

が
一
挙
に
顕
在
化
し
、
日
系
企
業
の
中
国

事
業
展
開
や
業
績
を
懸
念
す
る
声
が
高
ま

っ
て
き
て
い
る
状
況
等
踏
ま
え
、
埼
玉
県

県
民
生
活
部
・
国
際
課
と
共
同
開
催
し
た

も
の
。

委
員
会
は
ま
ず
、
吉
野
淳
一
埼
玉
県
民

生
活
部
長
の
開
会
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
そ

の
後
、
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス

再
生
支
援
機
構
代
表
理
事
川
村
忠
隆
氏
よ

り
「
今
後
の
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
向
と
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
題
し
て
、
続
い

て
同
機
構
理
事
賈
暁
海
（
じ
ゃ

し
ょ
う

か
い
）
氏
よ
り
「
中
国
か
ら
の
撤
退
、
中

国
現
地
法
人
の
再
編
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
が
行
わ
れ
た
。

十
二
月
四
日
�
、七
日
�
の
両
日
、と
も

に
一
三
時
三
〇
分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
三

回
、
第
四
回
と
連
続
し
て
企
業
戦
略
研
究

会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
八
名
、
一

六
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

今
回
の
企
業
戦
略
研
究
会
は
、
経
営
戦

略
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
や
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を
ど
う
使
い

こ
な
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
方
も

多
い
、
ま
た
、
経
営
戦
略
を
策
定
し
て
も

う
ま
く
機
能
し
て
い
る
企
業
は
少
な
い
と

い
う
現
状
を
踏
ま
え
、
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア

や
Ｉ
Ｂ
Ｍ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
で
、
中

期
経
営
計
画
策
定
等
の
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
の
第
一
人
者
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、

現
在
信
州
大
学
経
営
大
学
院
准
教
授
で
あ

る
牧
田
幸
裕
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

第
三
回
は
「
機
能
す
る
戦
略
〜
経
営
戦
略

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
正
し
い
使
い
方
」、

第
四
回
は
「
ど
う
す
れ
ば
差
別
化
を
機
能

さ
せ
ら
れ
る
の
か
〜
ポ
ー
タ
ー
の
競
争
戦

略
を
使
い
こ
な
す
」
を
テ
ー
マ
に
、
単
に

聞
く
だ
け
の
講
義
で
は
な
く
、
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
に
沿
っ
て
、
個
人
作
業
、
グ
ル
ー

プ
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
意
見
発
表
等
を
組

み
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
充
実
し
た
研
究
会

と
な
っ
た
。

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の

関
心
の
高
さ
か
ら
７０
名
を
超
え
る
参
加

者
が
あ
っ
た

グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
の
取
り
ま
と
め

（
第
３
回
）

講
演
す
る
安
房
竜
矢
氏

事
例
発
表
を
す
る

武
居
哲
郎
氏

事
例
発
表
を
行
う

青
木
一
男
氏

グ
ル
ー
プ
意
見
発
表
（
第
４
回
）

講
演
す
る
川
村
忠
隆
氏

講
演
す
る

賈
暁
海
（
じ
ゃ
し
ょ
う
か
い
）
氏

個
人
で
考
え
を
ま
と
め
る
作
業

（
第
４
回
）

講
義
を
行
う
牧
田
幸
裕
氏
（
第
３
回
）

― ７ ―



第
五
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

『
経
営
戦
略
と
し
て
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
〜
女
性
の
活
躍
推
進
に
よ
り
企
業

を
活
性
化
す
る
』と
題
し
て
、�
二
一
世
紀
職

業
財
団
会
長

�
資
生
堂
顧
問（
前
副
社
長
）

岩
田
喜
美
枝
氏
が
講
演

埼
玉
大
学
と
の
合
同
特
別
公
開
講
座

平
成
二
四
年
度
第
二
講
開
催

―「
改
め
て
会
社
の
格
付
け
、債
券
の
格
付
け

等
に
つ
い
て
学
ぶ
」と
題
し
て
経
済
学
部
・

箕
輪
徳
二
教
授
が
講
演

第
五
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

は
、
一
二
月
六
日
�
一
四
時
よ
り
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、

�
二
一
世
紀
職
業
財
団
会
長
で
�
資
生
堂

顧
問
（
前
副
社
長
）
の
岩
田
喜
美
枝
氏
よ

り
「
経
営
戦
略
と
し
て
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
女
性
の
活
躍
推
進
に

よ
り
企
業
を
活
性
化
す
る
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
が
行
わ
れ
、
四
二
名
の
方
々
が
参
加

し
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

◆
企
業
の
成
長
・
持
続
的
発
展
の
た
め
に

は
、「
人
材
の
完
全
活
用
・
よ
い
人
材

の
採
用
」
と
と
も
に
、「
人
材
の
多
様

性
を
企
業
の
力
に
す
る
、す
な
わ
ち�
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
�」が
必
要
で
あ
る
。

◆
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
推
進
の
た
め
に

取
り
組
む
べ
き
主
な
課
題
と
し
て
は
、

「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」と「
全

社
員
の
個
性
化
、
す
な
わ
ち
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
」
の
二
つ
が
挙

げ
ら
れ
る
。

◆
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
関
し
て
、

こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き
こ
と
は
、「
育

児
期
の
�
普
通
に
仕
事
を
す
る
こ
と
�

を
免
除
す
る
こ
と
」
と
「
育
児
を
し
な

が
ら
�
普
通
に
仕
事
を
す
る
こ
と
�
を

支
援
す
る
こ
と
」
の
２
つ
で
あ
り
、
こ

の
実
現
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ

ン
の
積
極
的
な
推
進
が
不
可
欠
で
あ
る
。

◆
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
以
下
Ｗ
Ｌ

Ｂ
）
の
定
義
は
「
仕
事
と
、
そ
れ
以
外

の
生
活
（
生
涯
学
習
、
趣
味
の
活
動
な

ど
の
個
人
生
活
、
育
児
・
介
護
な
ど
の

家
庭
生
活
、
社
会
貢
献
活
動
な
ど
社
会

的
生
活
）
を
個
人
が
希
望
し
会
社
が
許

容
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
で
充
実
・
両
立
で

き
る
よ
う
�
働
き
方
を
改
革
す
る
�
こ

と
で
あ
る
。

◆
Ｗ
Ｌ
Ｂ
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
誤

解
が
あ
る
。

�
Ｗ
Ｌ
Ｂ
は
小
さ
な
子
供
を
育
て
て
い
る

女
性
の
問
題
？
↓
�
ラ
イ
フ
�
と
は
育

児
に
限
ら
す
、
性
別
、
年
齢
、
子
供
の

有
無
に
関
係
な
く
、
全
て
の
社
員
の
働

き
方
の
問
題
で
あ
る
。

�
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
は
仕
事
と
生
活
を
五
	
五
の

割
合
で
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
こ
と
？
↓
仕

事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
人
に
よ
り
、

ま
た
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
異
な
る
。



Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
は
一
生
懸
命
働
か
な
く
て
も

よ
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
？
↓
も
っ
と

効
率
の
よ
い
、
生
産
性
の
高
い
働
き
方

を
推
奨
す
る
取
り
組
み
。

�
Ｗ
Ｌ
Ｂ
の
実
現
に
は
コ
ス
ト
が
か
か

る
？
↓
育
児
休
業
制
度
、
短
時
間
勤
務

制
度
等
の
育
児
と
の
両
立
支
援
策
は
一

般
的
に
の
ノ
ー
ワ
ー
ク
・
ノ
ー
ペ
イ
の

原
則
で
制
度
化
さ
れ
て
い
る
の
で
コ
ス

ト
は
か
か
ら
な
い
。

◆
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
実
現
す
る
た

め
の
Ｗ
Ｌ
Ｂ
と
は
、
多
様
な
属
性
の
社

員
の
活
躍
と
社
員
一
人
ひ
と
り
の
個
性

化
を
通
じ
、「
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
働

き
個
人
生
活
の
時
間
を
創
出
」
↓
「
家

庭
・
地
域
・
社
会
な
ど
の
多
様
な
価
値

観
に
触
れ
る
」
↓
「
多
様
な
価
値
観
を

仕
事
に
活
か
す
」
↓
「
仕
事
の
価
値
創

造
力
・
生
産
性
を
高
め
る
」
↓
「
メ
リ

ハ
リ
を
つ
け
て
働
き
個
人
生
活
の
時
間

を
創
出
」
と
い
う
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す

こ
と
を
通
じ
、
新
し
い
価
値
の
創
造
と

経
営
効
率
を
上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

◆
こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き
こ
と
は
「
長
く

働
く
」
の
で
は
な
く
、
時
間
当
た
り
の

生
産
性
を
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

平
成
二
四
年
十
一
月
二
日
�
一
四
時
か

ら
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
埼
玉
大
学
と
本
会
と
の
合

同
特
別
公
開
講
座
平
成
二
四
年
度
第
二
講

が
開
催
さ
れ
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
・
箕

輪
徳
二
教
授
よ
り
、「
改
め
て
会
社
の
格

付
け
、
債
券
の
格
付
け
等
に
つ
い
学
ぶ
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
会
員
な
ど
二

一
名
が
参
加
し
た
。

箕
輪
氏
か
ら
は
、「
会
社
の
格
付
け
、

債
券
の
格
付
け
と
は
何
か
、
世
界
の
信
用

格
付
会
社
の
影
響
力
、
世
界
の
金
融
市
場

を
恐
慌
に
陥
れ
た
�
米
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ

ー
ン
債
権
証
券
化
�
の
信
用
格
付
け
失
敗

の
仕
組
み
と
そ
の
後
の
日
・
米
・
欧
の
格

付
け
会
社
規
制
の
導
入
に
つ
い
て
、
そ
し

て
格
付
け
を
ど
う
利
用
す
る
の
か
」
等
々
、

様
々
な
視
点
か
ら
格
付
け
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

国家公務員の再就職規制にご注意を
国民からの批判が大きい問題としていわゆる天下り問題があります。国家
公務員が退職したのち民間企業に再就職すること自体は否定されるものでは
ありませんが、国家公務員法では、国民の不信を招くおそれのある次の３つ
の行為を禁じています。

■公務員やOBの再就職をあっせんする行為
第一に、現役の国家公務員が、他の現役公務員やOBの再就職の世話を
する行為（再就職あっせん）。再就職させたい者の名前や職歴などの情報を
企業側に提供したり、企業側に受け容れ可能なポストや待遇面などの情報の
提供を求めたりする行為は禁止されています。

■利害関係のある企業への求職活動
第二に、現役の国家公務員が職務として携わるさまざまな事務（行政処分
や契約事務など）の相手方となっている企業に対して、当該公務員が在職中
に求職活動を行うことは禁止されています。
例えば、国家公務員が再就職目的で自分の名前や職歴などの情報を利害関
係企業に提供したり、企業側に職務内容や待遇面などの情報を照会したりす
ると違反となります。

■再就職した公務員OBが契約や処分に関して元の職場に働きかける行為
第三に、民間企業に再就職した国家公務員OBが、契約や処分に関して
企業側に便宜を図るよう元の職場（省庁）に働きかける行為が禁止されてい
ます（ただし、原則として退職後２年間に限ります）。

☆各企業へのお願い
こうした違反行為を監視するため、内閣府に「再就職等監視委員会」が設
置されています。各企業において、上記に該当する行為や類似する行為を見
聞きした場合には、法令遵守と社会的責任の観点から、同委員会の窓口まで
情報提供をお願いいたします。

◇連絡先 内閣府再就職等監視委員会事務局
電話：０３‐６２６８‐７６６０～７６６８ URL : http : //www５．cao.go.jp/kanshi/index.html

講
演
す
る
箕
輪
徳
二
氏

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
の
必
要
性
を

力
説
さ
れ
た

講
演
す
る
岩
田
喜
美
枝
氏

― ８ ―
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�調査対象 ……………………………６０１社
有効回答数…………………………８２社
回収率……………………………１３．６％

�業種内訳 �内製造業………………４６社
�内非製造業……………３６社

�資本金別
�５０００万円以下………………………３８社
�５０００万円超～１億円以下…………１９社
�１億円超～３億円以下……………５社
�３億円超……………………………２０社

�－１．経営動向（売上高）

�１２／７－９月期の売上高DI は、１２／４－６月期調査比
で製造業、非製造業とも改善しているものの、前回調査
時より改善幅は大幅に低くなっている。
�１２／１０－１２月期の見通しでは、製造業は７－９月期の実
績から２０ポイントの大幅マイナスと見通しているが、非
製造業は逆に１９ポイントプラスを見込んでいる。
�その後の１３／１－３月期の見通しは、製造業、非製造業
とも悪化し、先行きは厳しい見通しとなっている。

見 通 し

１３／１－３

－７

－２４

＋１４

１２／１０－１２

（＋２３）
＋４
（＋１４）
－１３
（＋３２）
＋２５

実 績

１２／７－９

（＋１８）
＋６
（＋２１）
＋７
（＋１５）
＋６

１２／４－６

＋１

－２

＋４

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

企業経営動向調査（１２年１０月実施）調査結果
調 査 概 要

企業経営動向調査結果

�国内景気の最近のDI は、前回調査か
ら大幅に悪化し、製造業は３６ポイント、
非製造業は９ポイント、全体では２５ポ
イントの大幅な悪化となっている。
�先行きのDI も大幅に悪化するとの見
通しで、製造業は－４８の３３ポイント悪
化、非製造業は６ポイント、全体でも
－３７の２１ポイント悪化の見込みとなっ
ている。

１２年１０月調査

－３３

－５０

－１１

－３７

－４８

－２３

１２年７調査

－８

－１４

－２

－１６

－１５

－１７

１．国内景気DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

�業界の景気の最近のDI は、製造業が
３５ポイントの大幅悪化、非製造業も１５
ポイントの悪化となっている。
�先行きのDI は非製造業では前回調査
と横ばいとなっているものの、製造業
は前回調査比から２４ポイントの大幅悪
化となる。全体では－３８と、さらに厳
しさが増すとの見通しとなっている。

１２年１０月調査

－４１

－５４

－２３

－３８

－５０

－２３

１２年７月調査

－１３

－１９

－８

－２５

－２６

－２４

２．業界の景気DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�自社の最近の業況DI についても、製
造業は２７ポイント、非製造業は２０ポイ
ントと大幅に悪化している。
�先行きについても非製造業はほぼ横ば
いの見通しであるが、製造業は１２ポイ
ントの大幅悪化となっている。

１２年１０月調査

－２５

－３５

－１１

－１９

－２６

－９

１２年７月調査

＋１

－８

＋９

－１１

－１４

－８

３．自社の業況DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

（注）１２／７－９月期、１２／１０－１２月期の上段の（ ）内の数値は１２年７月調査時の見通し

�１２／７－９月期の経常利益DI は、対前期比で見ると、ほ
ぼ横ばいとなっているが、前回対前期比よりは大幅な悪化
となっている。
�１２／１０－１２月期の見通しは、製造業が４ポイント、非製造
業が１１ポイント改善となっている。

�１３／１－３月期については、製造業が１３ポイントの大幅悪
化となり、全社でも９ポイントの悪化で減益幅が広がる見
通しとなっている。

見 通 し

１３／１－３

－１１

－２０

±０

１２／１０－１２

（＋６）
－２
（＋３）
－７
（＋９）
＋３

実 績

１２／７－９

（＋９）
－１０
（＋１２）
－１１

（＋５）
－８

１２／４－６

－１０

－９

－１２

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

― ９ ―



�．その他

�最近の在庫水準のDI は、前回調
査比で若干過大傾向は弱まるもの
と見ている。
�先行きのDI は非製造業は５ポイ
ント改善し不足に転じるものの、
全体ではほぼ横ばいとなる見込み
となっている。

�最近の設備DI は、製造業は５ポ
ント、非製造業は１１ポイント、と
過剰感が高まっている。
�先行きのDI でも、最近と同様、
過剰感が高まる見通しとなってい
る。

�最近の雇用人員DI は、非製造業
は不足感が増しているのに対し、
製造業は依然として過剰感が高く
なっている。
�先行きについては、製造業は過剰
感がさらに増し、非製造業は不足
感が薄れる見通しとなっている。

�最近の資金繰りDI は、非製造業
は６ポイント改善しているものの、
製造業では２ポイント悪化してい
る。
�先行きのDI でも最近比で製造業
６ポイント、非製造業は９ポイン
ト悪化しており、資金繰りの余裕
がやや低下するとの見通しとなっ
ている。

�最近の販売価格DI は、非製造業
ではやや改善しているものの、製
造業では下落傾向が高まっている。
�先行きのDI では、最近比とほぼ
横ばいで製造業、非製造業とも下
落傾向が続くものと見込んでいる。

�最近の仕入価格DI については、
製造業が３ポイント、非製造業は
６ポイント低下しているものの、
引き続き上昇傾向にあることがわ
かる。
�先行きのDI は、最近比と横ばい
で推移し引き続き仕入価格は上昇
するとの見通しとなっている。

１２年１０月調査

＋１１

＋１５

＋６

＋３

＋７

－３

１２年１０月調査

＋１０

＋１３

＋６

＋１０

＋１５

＋３

１２年１０月調査

－２

＋１５

－２５

＋６

＋２０

－１１

１２年１０月調査

＋１６

＋１５

＋１７

＋９

＋９

＋８

１２年１０月調査

－２２

－３０

－１１

－２１

－３０

－８

１２年１０月調査

＋１０

＋１１

＋８

＋１０

＋１１

＋８

１２年７月調査

＋１４

＋２０

＋８

＋４

＋６

＋２

１２年７月調査

＋２

＋８

－５

±０

＋７

－７

１２年７月調査

－１

＋１３

－１４

－７

＋５

－１９

１２年７月調査

＋１４

＋１７

＋１１

＋６

＋１０

＋２

１２年７月調査

－１６

－１６

－１５

－２２

－２７

－１６

１１年７月調査

＋１４

＋１４

＋１４

＋１８

＋１６

＋２０

１．製品の在庫水準DI（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

２．生産・営業用設備DI（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

３．雇用人員DI（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

４．資金繰りDI（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

５．販売価格DI（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

６．仕入価格DI（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き

最 近

先 行 き

―１０―
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企業経営動向調査 景況判断の推移

２０１０年４月～２０１２年１０月および先行き ※値表示は全社のDI
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こ
の
人
は
と
に
か
く
歯
切
れ
の
良
い
人
。
質
問
に

は
間
髪
を
入
れ
ず
本
音
で
返
し
て
く
れ
る
。
感
性
も

大
切
に
し
、
左
脳
と
右
脳
の
バ
ラ
ン
ス
を
調
和
し
な

が
ら
常
に
次
の
一
手
を
考
え
て
い
る
。

昭
和
二
十
六
年
、
杉
並
区
高
円
寺
で
生
ま
れ
、
目

黒
で
育
つ
。
子
ど
も
時
代
は
外
で
よ
く
遊
ぶ
野
球
少

年
だ
っ
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
音
楽
に
も
興
味
を
も
ち
、

小
学
四
年
生
の
時
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
小
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
全
国

優
勝
、
前
年
の
優
勝
と
二
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
た
。

パ
ー
ト
は
ソ
プ
ラ
ノ
。
高
校
生
の
時
は
、
ビ
ー
ト
ル

ズ
の
コ
ピ
ー
バ
ン
ド
を
結
成
、
ギ
タ
ー
と
ボ
ー
カ
ル

を
担
当
し
演
奏
活
動
も
し
た
。

小
学
校
五
年
、
六
年
次
は
進
学
塾
に
通
い
、
中
学
・

高
校
一
貫
の
私
立

麻
布
学
園
に
進
学
。

「
勉
強
に
対
す
る

集
中
力
と
忍
耐
強

さ
は
あ
っ
た
」
と

語
る
。

高
校
三
年
時
も

集
中
的
に
勉
強
し
、

東
京
大
学
教
育
学

部
に
現
役
で
合
格
。

高
校
時
代
は
理
系

に
進
み
生
物
化
学

の
研
究
者
な
ど
の
道
に
も
興
味
が
あ
っ
た
が
、
教
育

者
と
し
て
人
を
育
て
た
い
と
い
う
夢
の
方
が
強
く
な

り
、
教
育
学
部
に
進
学
し
た
。

左
脳
と
右
脳
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
大
切
に
し
て
い

る
岡
本
理
事
長
に
と
っ
て
大
変
役
立
っ
た
の
が
「
囲

碁
」。
若
い
頃
か
ら
の
趣
味
の
一
つ
で
、
腕
前
は
四

段
程
度
と
い
う
。
囲
碁
は
直
観
的
な
ひ
ら
め
き
と
大

局
的
な
考
え
を
活
か
さ
な
い
と
勝
て
な
い
。
尊
敬
し

て
い
る
坂
田
栄
男
本
因
坊
が
良
く
使
っ
て
い
た
『
着

眼
大
局
、
着
手
小
局
』
と
い
う
言
葉
が
身
に
染
み
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
も
そ
の
考
え
方
を
実
践
し
て
お
り
、
広

い
視
野
で
今
後
の
展
開
を
よ
み
な
が
ら
、
実
現
・
実

行
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
行
動

し
て
い
る
。

自
分
の
生
き
方
に
囲
碁
の
対
局
や
考
え
方
が
影
響

し
た
こ
と
か
ら
、
医
者
を
目
指
す
長
男
に
は
中
学
校

に
入
学
し
た
頃
か
ら
囲
碁
を
学
ば
せ
、
英
才
教
育
し

た
。「
息
子
は
中
学
三
年
で
五
段
、
高
校
三
年
時
に

は
八
段
レ
ベ
ル
と
な
り
、
現
在
は
県
代
表
ク
ラ
ス
の

腕
前
。
師
匠
の
自
分
が
遥
か
に
及
ば
な
い
レ
ベ
ル
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
苦
笑
い
し
た
。

私
学
で
の
教
員
を
九
年
間
経
験
し
、
自
分
の
理
想

と
す
る
教
育
理
念
を
実
現
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

三
十
五
歳
で
中
央
情
報
専
門
学
校
を
設
立
。
教
育
者

と
経
営
者
を
兼
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
日
本
の
Ｉ
Ｔ
業
界
は
米
国
に
次
い
で
世
界
二
位
。

世
界
を
相
手
に
し
た
場
合
技
術
的
に
は
勝
っ
て
い
る

が
、
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
は
課
題
が

多
い
。
日
本
人
の
特
質
か
も
知
れ
な
い
が
、
ビ
ジ
ネ

ス
戦
略
の
構
築
で
は
ま
だ
ま
だ
生
ぬ
る
い
。
本
校
に

通
う
学
生
を
見
て
い
て
も
、
日
本
の
学
生
は
、
留
学

生
に
比
べ
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る

ガ
ッ
ツ
が
や
や
欠
け
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら
に
グ
ロ

ー
バ
ル
化
が
進
み
、
国
際
競
争
力
の
強
化
が
問
わ
れ

る
。
日
本
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
、
本
学
を
通
じ
て

世
界
で
活
躍
す
る
Ｉ
Ｔ
・
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
を
育
成
し

た
い
」
と
信
念
を
語
り
、
日
本
の
学
生
に
望
む
こ
と

は
と
尋
ね
る
と
、「
職
業
と
い
う
も
の
を
本
質
的
に

捉
え
て
ほ
し
い
。『
就
職
活
動
』
で
は
な
く
、『
就
社

活
動
』
を
し
て
い
る
学
生
が
見
ら
れ
る
。
自
分
の
個

性
や
強
み
を
活
か
し
つ
つ
、
好
き
な
分
野
、
興
味
の

あ
る
分
野
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
指
摘
し
た
。

ご
自
身
の
今
後
の
目
標
は
、
数
年
以
内
に
専
門
職

大
学
院
を
設
置
す
る
こ
と
。
社
会
人
の
受
入
も
含
め
、

向
学
心
に
燃
え
る
社
会
人
や
学
生
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

す
る
た
め
の
一
翼
を
担
い
た
い
と
い
う
。
そ
し
て
、

「
新
し
い
目
標
を
常
に
持
ち
、
達
成
し
た
ら
次
の
目

標
と
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
た
い
。
ま
た
、
自
分
の

哲
学
や
考
え
を
社
会
へ
提
言
と
し
て
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

趣
味
は
、
読
書
、
旅
行
、
音
楽
、
囲
碁
、
ゴ
ル
フ
。

家
族
は
東
京
在
住
で
、
妻
と
医
大
生
の
長
男
、
そ
し

て
嫁
い
だ
長
女
。
お
孫
さ
ん
も
一
人
で
き
た
と
い
う
。

〔
ご
略
歴
〕

一
九
五
一
年
、
東
京
都
杉
並
区
生
ま
れ
の
六
一
歳
。

東
京
大
学
教
育
学
部
卒
業
、
一
橋
大
学
大
学
院
社
会

学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
社
会
学
修
士
）、
一
橋

大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
単
位
取

得
。
卒
業
後
、
�
秀
明
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校
教

諭
、
教
頭
、
統
括
教
科
長
を
歴
任
、
一
九
八
七
年
、

�
中
央
情
報
学
園
中
央
専
門
学
校
設
立
、
副
校
長
・

理
事
歴
任
後
、
理
事
長
、
校
長
に
就
任
（
現
任
）。

一
九
九
六
年
、
ホ
ー
プ
�
設
立
、
代
表
取
締
役
社
長

（
現
任
）。
二
〇
〇
五
年
、
�
イ
ー
シ
テ
ィ
埼
玉
設

立
、
代
表
取
締
役
社
長
（
現
任
）。
二
〇
一
一
年
、

早
稲
田
文
理
専
門
学
校
開
設
、
校
長
（
現
任
）。

〔
公
職
〕

埼
玉
県
私
立
学
校
審
議
会
会
長
代
理
、
総
務
省
参

与
、
文
部
科
学
省
専
修
学
校
教
育
の
振
興
方
策
等
に

関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
委
員
、
経
済
産
業
省

産
業
構
造
審
議
会
臨
時
委
員
等
（
歴
任
）

〔
団
体
役
員
〕

全
国
専
修
学
校
各
種
学
校
総
連
合
会
副
会
長
、
全

国
専
門
学
校
情
報
教
育
協
会
副
理
事
長
、職
業
教
育
・

キ
ャ
リ
ア
教
育
財
団
常
務
理
事
、
埼
玉
経
済
同
友
会

常
任
幹
事
・
国
際
委
員
長
、
埼
玉
県
情
報
サ
ー
ビ
ス

産
業
協
会
理
事
、
埼
玉
県
私
立
学
校
総
連
合
会
会
長

（
歴
任
）、
埼
玉
県
専
修
学
校
各
種
学
校
教
育
振
興

会
会
長
（
歴
任
）

〔
学
会
〕

Ｉ
Ｔ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
学
会
理
事
・
副
会
長
、
日
本
産

業
教
育
学
会
理
事
、
留
学
生
教
育
学
会
理
事

〔
著
書
〕

「
自
由
な
る
精
神
」（
近
代
文
芸
社
）

中
央
情
報
専
門
学
校

岡

本

比
呂
志
理
事
長

中
央
情
報
専
門
学
校

岡
本
比
呂
志
理
事
長
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１
９
８
７
年
（
昭
和
６２
年
）
４
月
、

埼
玉
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
学
校
法
人

中
央
情
報
学
園
が
設
立
さ
れ
、
中
央
情

報
専
門
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
（
新
座

市
東
北
、
東
武
東
上
線
志
木
駅
南
口
か

ら
徒
歩
で
５
分
）。

専
門
学
校
は
、
学
校
教
育
法
第
１
２

４
条
に
基
づ
く
「
職
業
教
育
に
特
化
し

た
高
等
教
育
機
関
」
で
あ
り
、
高
校
卒

以
上
の
男
女
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

当
校
の
２
年
制
学
科
（
情
報
シ
ス
テ
ム

学
科
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）
を
卒

業
す
る
と
、
専
門
士
と
い
う
称
号
（
文

部
科
学
大
臣
告
示
）
が
付
与
さ
れ
、
短

大
卒
業
と
同
格
の
扱
い
を
受
け
、
４
年

制
大
学
の
２
年
次
ま
た
は
３
年
次
編
入

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
校
の

４
年
制
学
科
、
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
学
科
を
卒
業
す
る
と
、
高
度
専
門

士
と
い
う
称
号
（
文
部
科
学
大
臣
告

示
）
が
付
与
さ
れ
、
４
年
制
大
学
卒
業

と
同
格
の
扱
い
を
受
け
、
大
学
院
入
学

の
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

当
学
園
で
は
開
校
か
ら
２６
年
間
、
岡

本
比
呂
志
理
事
長
が
教
職
員
と
共
に
努

力
を
重
ね
、
時
代
が
求
め
る
Ｉ
Ｔ
技
術

者
や
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
を
育
成
し
、
産
業

界
に
の
べ
４
０
０
０
人
以
上
の
人
材
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
開
校
当
時
は
、

パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
パ
ソ
コ

ン
）
の
黎
明
期
に
あ
た
り
、
そ
の
後
の

激
し
い
技
術
革
新
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
Ｗ
ｅ
ｂ
、
ク

ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
ス
マ

ー
ト
メ
デ
ィ
ア
な
ど
と
今
な
お
進
化
し

つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
技
術
に

ど
う
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い

く
か
、
日
々
新
た
な
研
究
と
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

建
学
の
精
神
は
、「
自
ら
の
職
業
に

夢
と
誇
り
を
も
ち
、
常
に
自
己
の
知
識

と
技
術
の
向
上
に
努
め
、
広
く
社
会
に

役
立
つ
こ
と
の
で
き
る
、
責
任
感
と
意

欲
を
も
っ
た
職
業
人
を
育
成
す
る
こ

と
」
で
す
。

ま
た
、
教
育
方
針
は
、「
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
し
、
各
人
の
能
力
と
個
性

を
最
大
限
に
伸
ば
し
開
花
さ
せ
る
こ
と

を
教
育
の
基
本
と
し
、
授
業
は
、�
親

切
・
丁
寧
・
わ
か
り
や
す
い
�
を
モ
ッ

ト
ー
」
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
４
月
に
は
２
年
制
の
専

門
課
程
と
し
て
日
本
語
本
科
を
新
た
に

開
設
し
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
受
け

入
れ
を
本
格
化
さ
せ
、
成
長
著
し
い
ア

ジ
ア
経
済
圏
で
活
躍
で
き
る
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
・
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
留
学
生
は
日
本
が
好
き
で

あ
る
い
は
日
本
語
や
日
本
の
技
術
に
憧

れ
て
、
親
元
を
離
れ
日
本
に
来
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
彼
ら
を
日
本
と
ア
ジ
ア

の
経
済
発
展
を
支
え
る
国
際
人
材
と
し

て
し
っ
か
り
と
育
て
る
こ
と
が
、
我
が

国
と
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
平
和
と
友
好
に

も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
捉
え
、
一

人
で
も
多
く
の
�
親
日
家
�
を
育
て
た

い
と
日
夜
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
４
月
に
は
、
早
稲
田
の

地
に
当
学
園
が
設
置
す
る
２
番
目
の
姉

妹
校
と
し
て
、
早
稲
田
文
理
専
門
学
校

を
開
校
さ
せ
ま
し
た
（
豊
島
区
高
田
、

Ｊ
Ｒ
山
手
線
高
田
馬
場
駅
か
ら
徒
歩
１２

分
、
メ
ト
ロ
副
都
心
線
雑
司
ヶ
谷
駅
か

ら
徒
歩
８
分
）。

当
校
は
、
中
央
情
報
専
門
学
校
の
２５

年
の
教
育
実
績
を
基
に
、「
２１
世
紀
の

国
際
社
会
に
お
い
て
新
し
い
事
業
を
創

造
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
人
材
を
育

成
す
る
」
こ
と
を
建
学
の
精
神
と
し
、

「
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

（
文
）
と
深
い
科
学
的
思
考
（
理
）
で

新
し
い
事
業
を
創
造
せ
よ
」
を
校
訓
に

し
て
い
ま
す
。

現
在
、
ビ
ジ
ネ
ス
系
学
科
と
し
て
、

「
日
中
英
通
訳
・
ガ
イ
ド
学
科
」（
２

年
制
）、
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
経
営
学
科（
４

年
制
、
卒
業
生
に
大
学
院
入
学
資
格
付

与
）、
Ｉ
Ｔ
・
コ
ン
テ
ン
ツ
系
学
科
と

し
て
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
ア
プ
リ

制
作
学
科
」（
２
年
制
）、
ゲ
ー
ム
制
作

学
科
（
２
年
制
）、
電
子
機
器
組
込
み

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
学
科
（
３
年
制
）
の
各

学
科
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

激
動
の
時
代
、
産
業
界
の
人
材
ニ
ー

ズ
と
学
習
者
の
学
習
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か

り
と
見
据
え
、
時
代
や
社
会
と
共
に
変

化
し
進
化
す
る
専
門
学
校
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
着
実
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

会員企業紹介

「
２１
世
紀
の
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
Ｉ
Ｔ
・

ビ
ジ
ネ
ス
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
」
�中央情報学園
中央情報専門学校
早稲田文理専門学校

中
央
情
報
専
門
学
校
外
観

早
稲
田
文
理
専
門
学
校
外
観

―１３―



������������������������
������������������������
������������������������ 第63回

羽
生
市
の
郊
外
、
国
道
一
二
二

号
線
沿
い
に
突
然
ヤ
シ
の
木
で
囲

わ
れ
た
社
屋
と
ロ
ー
リ
ー
基
地
が

見
え
る
。
な
ぜ
羽
生
に
ヤ
シ
の
木

な
の
か
と
驚
か
さ
れ
た
が
、
低
温

に
も
強
い
特
殊
な
ヤ
シ
を
植
樹
し
、

育
て
て
い
る
と
の
事
。

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
「
パ
イ
プ
ル

君
」
を
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
に
し
、
夏
場
は
従
業
員
全
員
が

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
で
働
い
て
い
る
ア

ロ
ハ
ガ
ス
は
、
羽
生
の
地
に
あ
っ

て
ハ
ワ
イ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る

と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
会
社
。
な
ぜ

ハ
ワ
イ
な
の
か
と
取
材
に
応
じ
て

い
た
だ
い
た
田
邊
社
長
に
尋
ね
る

と
、「
単
純
に
ハ
ワ
イ
が
好
き
だ

か
ら
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き

た
。
た
だ
し
、
本
当
の
理
由
は
、

社
名
と
と
も
に
イ
ン
パ
ク
ト
と
企

業
と
し
て
の
温
か
さ
を
表
現
し
た

か
っ
た
と
の
事
。

ア
ロ
ハ
ガ
ス
は
、
明
治
元
年
に

肥
料
商
と
し
て
創
業
。
創
業
か
ら

は
一
四
〇
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
。

昭
和
三
七
年
に
は
特
約
店
と
し
て
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
販
売
を
開
始
し
、
現

事
業
体
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
。

地
域
密
着
地
元
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

企
業
を
目
指
す
当
社
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
、「
い
か
に
社
内
を
活
性
化

さ
せ
、
魅
力
あ
る
会
社
と
な
り
、

そ
し
て
何
よ
り
も
お
客
様
に
信
頼

さ
れ
る
会
社
に
な
る
こ
と
」。
そ

の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
ユ
ニ
ー
ク
な

委
員
会
活
動
も
実
施
し
て
い
る
。

社
員
か
ら
提
案
し
、
全
員
参
加
を

呼
び
か
け
た
委
員
会
で
、
�
広
報
、

�
ク
レ
ド
（
ラ
テ
ン
語
で
志
・
信

条
・
約
束
の
意
）、
�
環
境
整
備
、

�
倉
庫
管
理
、
�
ア
ロ
ハ
推
進
、

�
車
輌
管
理
、
�
改
善
提
案
の
七

委
員
会
で
、
各
委
員
長
を「
大
臣
」、

副
委
員
長
を
「
副
大
臣
」
と
呼
び
、

全
体
の
大
臣
・
副
大
臣
会
議
を「
だ

い
ふ
く
会
議
」
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
し
て
各
委
員
会
の
一
年
の
成
果

発
表
会
を
羽
生
文
化
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
全
社
員
が
参
加
す
る
。
一

例
と
し
て
ア
ロ
ハ
推
進
委
員
会
の

取
り
組
み
の
一
つ
は
「
ヤ
シ
の
木

一
万
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
お
客

様
や
取
引
先
に
ヤ
シ
の
種
や
苗
を

配
り
、
羽
生
市
で
ヤ
シ
の
木
ブ
ー

ム
を
起
こ
す
こ
と
が
目
標
。
冬
場

は
寒
い
こ
の
地
で
、
南
国
の
イ
メ

ー
ジ
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
。
ま

た
、
当
社
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
パ

イ
プ
ル
君
」
は
十
一
月
下
旬
に
開

催
さ
れ
た
「
全
国
ゆ
る
キ
ャ
ラ
サ

ミ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、
八
〇
〇
体

中
二
九
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
注
目

を
浴
び
た
。

ゴ
ル
フ
と
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
そ

し
て
南
国
の
花
や
果
物
の
温
室
栽

培
が
現
在
の
趣
味
と
い
う
田
邊
社

長
は
、「
ど
う
し
た
ら
お
客
様
か

ら
注
目
を
浴
び
、
そ
し
て
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
か
を
常
に
考
え
て
い

る
。
ハ
ワ
イ
に
特
化
し
た
イ
メ
ー

ジ
戦
略
も
そ
の
一
つ
。
そ
し
て
何

よ
り
大
切
な
の
は
親
切
丁
寧
な
仕

事
、
迅
速
な
対
応
力
、
笑
顔
の
挨

拶
。
そ
れ
ら
を
実
行
す
る
の
は
社

員
な
の
で
、
社
員
の
成
長
が
一
番

楽
し
み
」
と
微
笑
ん
だ
。

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
東
埼
玉
株
式
会

社
は
、
川
口
市
芝
に
本
社
を
構
え
、

そ
の
店
舗
数
は
二
十
二
、
従
業
員

は
四
百
人
余
を
超
え
る
。

沿
革
は
、
昭
和
四
十
一
年
、
ト

ヨ
タ
パ
ブ
リ
カ
赤
羽
	
と
し
て
設

立
。
四
十
三
年
、
ト
ヨ
タ
オ
ー
ト

東
埼
玉
	
に
社
名
変
更
し
、
実
質

的
に
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
そ
の

後
、
次
々
に
営
業
所
を
各
地
に
開

設
。
平
成
五
年
、
新
車
累
計
販
売

十
万
台
達
成
。
平
成
十
年
、
ネ
ッ

ツ
ト
ヨ
タ
東
埼
玉
	
に
社
名
変
更
。

そ
し
て
平
成
十
三
年
に
は
、
早
く

も
新
車
累
計
販
売
十
五
万
台
を
達

成
。
十
八
年
以
降
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
営
業
本
部
表
彰
を
ネ
ッ
ツ
オ
ブ

ザ
イ
ヤ
ー
を
含
め
た
四
部
門
で
受

賞
。
さ
ら
に
、
二
十
三
年
に
は「
ネ

ッ
ツ
ら
し
さ
推
進
賞
」
受
賞
。
ま

た
、
同
年
四
月
に
、
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ

タ
ウ
エ
ス
ト
埼
玉
	
の
全
株
式
を

取
得
し
た
。

こ
れ
ら
の
「
歴
史
」
を
振
り
返

り
、
飯
塚
素
久
社
長
は
、
先
代
の

飯
塚
社
長
（
実
父
）
の
偉
大
さ
と

苦
労
を
話
さ
れ
た
。

親
会
社
で
あ
る
サ
イ
ボ
ー
が
事

業
の
多
角
化
と
い
う
側
面
か
ら
自

動
車
販
売
を
始
め
た
も
の
の
、
何

も
か
も
初
め
て
で
あ
り
、
そ
の
上
、

品
質
に
差
の
な
い
「
同
じ
自
動

車
」
を
販
売
す
る
と
い
う
繊
維
関

係
と
は
異
な
る
難
し
さ
を
痛
感
し

た
。そ

こ
で
、
会
社
の
経
営
に
お
い

て
は
次
の
よ
う
な
経
営
哲
学
を
確

立
し
た
。
一
、
企
業
は
人
な
り
。

二
、
人
と
し
て
正
し
い
こ
と
を
貫

く
。
三
、
仁
の
心
を
持
っ
て
社
会

と
の
調
和
を
保
つ
。
さ
ら
に
、
社

員
教
育
の
基
盤
と
し
て

一
、
継

続
は
力
な
り
。
二
、
初
心
忘
れ
る

べ
か
ら
ず
。
三
、
良
き
ラ
イ
バ
ル

を
持
て
。
を
提
唱
し
た
。
こ
れ
ら

を
実
際
の
仕
事
に
生
か
せ
た
一
つ

に
は
、
先
代
の
飯
塚
社
長
は
従
業

員
全
員
の
顔
と
名
前
を
憶
え
、
そ

の
人
そ
の
人
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
心
掛
け
る
人
柄
の
良
さ
が
あ

っ
た
か
ら
と
の
こ
と
。

飯
塚
現
社
長
は
、
三
十
歳
台
初

め
の
若
さ
で
、
実
質
経
営
の
舵
を

取
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
先
代
社

長
の
教
え
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
で

働
い
た
時
、「
現
状
維
持
は
悪
で

あ
る
」
と
唱
え
た
当
時
の
奥
田
社

長
の
教
え
と
、
業
務
改
善
支
援
室

時
代
の
上
司
で
あ
っ
た
現
豊
田
社

長
の
教
え
が
大
い
に
影
響
し
て
い

る
。上

記
沿
革
で
書
い
た
が
、
去
年

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
ウ
エ
ス
ト
埼
玉
	

の
全
株
式
を
取
得
し
、
こ
ち
ら
も

社
長
に
就
任
し
た
。
店
舗
数
は
十

三
店
舗
、
従
業
員
は
二
百
人
余
を

超
え
、
両
社
を
合
計
す
る
と
、
埼

玉
県
の
ほ
ぼ
全
域
を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
経
営
に

は
、
先
代
社
長
、
ト
ヨ
タ
奥
田
元

社
長
、
ト
ヨ
タ
現
豊
田
社
長
の
教

え
は
無
論
の
こ
と
、
変
化
を
捉
え

ス
ピ
ー
ド
改
革
す
る
飯
塚
社
長
の

ス
ピ
リ
ッ
ト
が
加
わ
っ
て
相
乗
効

果
を
現
し
て
い
る
。

な話題 北 南 西 中

北
部

ア
ロ
ハ
ガ
ス
�

イ
メ
ー
ジ
は
ハ
ワ
イ
、県
北
に

ユ
ニ
ー
ク
な
会
社
が
あ
る

南
部
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
東
埼
玉
株
式
会
社

「
マ
イ
ネ
ッ
ツ
は

お
客
様
の
感
動
の
た
め
に
」
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沿
革
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社

Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
の
創
業
は
、
１
９

６
７
年
、
創
業
者
三
上
英
雄
氏
が

旋
盤
・
フ
ラ
イ
ス
切
削
加
工
に
よ

る
も
の
つ
く
り
を
開
始
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。

他
社
に
は
で
き
な
い
難
し
い
加

工
に
挑
戦
し
、
技
術
力
を
高
め
、

高
品
質
な
も
の
つ
く
り
を
す
る
こ

と
に
邁
進
し
、
結
果
的
に
社
会
に

貢
献
を
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
２
０
０
１
年
、
三
ヶ

島
工
業
団
地
に
本
社
工
場
を
完
成

さ
せ
た
。

翌
年
、
創
業
者
の
他
界
と
い
う

大
き
な
試
練
に
見
舞
わ
れ
は
し
た

が
、
技
術
力
と
職
人
魂
を
兼
ね
備

え
た
三
上
誠
現
社
長
が
二
代
目
と

し
て
そ
の
意
思
を
引
き
継
い
だ
。

そ
の
後
、
第
二
創
業
期
と
名
付

け
、
事
業
の
発
展
に
は
、
他
社
に

負
け
な
い
社
員
の
技
術
力
が
不
可

欠
と
考
え
、「
も
の
つ
く
り
�
ひ

と
つ
く
り
」
の
指
導
・
育
成
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

２
０
０
９
年
度
経
済
産
業
省

「
も
の
づ
く
り
製
品
開
発
試
作
支

援
事
業
」
に
よ
る
「
鏡
筒
加
工
に

お
け
る
工
程
集
約
」
を
受
託
し
、

製
品
化
し
た
こ
と
は
、
当
社
の
技

術
力
の
優
秀
さ
の
証
明
で
も
あ
り
、

さ
ら
に
「
一
体
型
切
削
薄
膜
加

工
」
の
実
現
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。

そ
の
上
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
で
あ
っ
た

速
断
ヒ
ュ
ー
ズ
に
つ
い
て

も
、
２
０
１
０
年
よ
り
ブ

ラ
ン
ド
製
品
と
し
て
生
み

出
し
て
い
る
。

創
業
当
初
は
、
い
わ
ゆ

る
金
属
加
工
で
あ
っ
た
が
、

現
在
の
具
体
的
な
主
な
製

品
は
、
自
動
車
、
建
築
機

械
の
油
圧
機
構
部
品
、
建

設
機
械
、
ガ
ス
検
知
器
の

セ
ン
サ
・
計
測
機
器
部
品
、

カ
メ
ラ
、
内
視
鏡
関
連
の

光
学
・
医
療
機
器
部
品
、

そ
し
て
、
半
導
体
保
護
用

速
断
ヒ
ュ
ー
ズ
、
さ
ら
に
、

ラ
ベ
ラ
ー
等
々
の
装
置
組
立
に
ま

で
拡
大
し
続
け
て
い
る
。

三
上
社
長
は
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ

ツ
等
の
海
外
に
製
品
を
積
極
的
に

販
売
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
国
内

で
の
苦
渋
に
満
ち
た
経
験
か
ら
だ
。

当
社
の
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ン
サ
ー

は
、
一
体
物
で
、
溶
接
工
程
を
不

要
と
し
、
耐
久
性
と
感
度
を
向
上

さ
せ
て
お
り
、
そ
の
先
端
は
他
社

で
は
不
可
能
な
薄
さ
０.１
ミ
リ
で
あ

る
。
し
か
し
こ
れ
が
、
国
内
で
は

各
社
で
採
用
さ
れ
な
い
、
何
故
か
。

こ
の
部
品
で
作
る
製
品
は
、
耐
久

性
が
あ
り
す
ぎ
、
壊
れ
な
い
た
め
、

消
耗
品
と
し
て
売
れ
な
く
な
る
か

ら
と
の
こ
と
。

こ
れ
は
お
か
し
い
と
、
三
上
社

長
の
物
を
大
切
に
す
る
職
人
魂
に

火
が
付
き
、
そ
れ
な
ら
ば
と
、
製

品
の
優
秀
さ
で
勝
負
の
出
来
る
海

外
へ
進
出
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
後
当
社
は
医
療
分
野
で
の
事

業
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
が
、「
海

外
で
腕
を
試
し
た
い
」
と
い
う
社

長
の
職
人
魂
、
も
の
つ
く
り
魂
は

こ
れ
か
ら
も
健
在
で
あ
る
。

さ
い
た
ま
市
南
区
の
県
南
卸
売

団
地
に
所
在
す
る
�
サ
イ
ボ
ウ
は
、

昭
和
四
二
年
、
埼
玉
防
火
�
と
し

て
設
立
、
防
災
・
防
火
用
品
販
売

の
代
理
店
か
ら
、お
客
様
の
安
全
・

安
心
を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
総
合
防
災
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

企
業
へ
と
進
化
し
た
。

創
業
社
長
結
城
文
夫
氏
の
逝
去

に
よ
り
、
平
成
十
六
年
、
二
代
目

と
し
て
結
城
剛
社
長
が
三
一
歳
の

若
さ
で
社
長
に
就
任
し
、
現
在
は

四
〇
歳
。
就
任
当
時
は
業
界
経
営

者
や
関
連
団
体
と
の
年
齢
ギ
ャ
ッ

プ
も
あ
り
、
関
係
性
に
苦
慮
し
た

と
い
う
。
経
営
者
と
し
て
の
実
力

と
実
績
が
必
要
だ
と
痛
感
し
た
が
、

当
時
の
役
員
や
社
員
に
助
け
ら
れ

な
が
ら
経
営
学
を
猛
烈
に
勉
強
。

少
し
ず
つ
他
社
と
の
関
係
性
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
。

各
種
事
業
の
中
で
売
上
の
半
分

以
上
を
占
め
る
の
は
各
種
防
災
工

事
分
野
。
消
防
設
備
、
警
報
設
備
、

避
難
設
備
な
ど
の
工
事
で
、
全
国

の
福
祉
施
設
、
大
型
工
場
や
マ
ン

シ
ョ
ン
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

な
ど
の
工
事
を
受
注
し
て
い
る
。

次
に
、
工
事
し
た
設
備
を
含
み
、

官
公
庁
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
の
消

防
・
防
災
点
検
を
実
施
、
ま
た
、

各
種
防
災
用
品
の
販
売
、
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
各
種
防
災
グ
ッ

ズ
の
販
売
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

設
備
、
点
検
、
販
売
と
も
安
全
・

安
心
を
守
る
こ
と
が
絶
対
条
件
な

の
で
、
信
頼
や
信
用
が
大
き
く
問

わ
れ
る
。

結
城
社
長
は
、「
信
頼
や
信
用

を
維
持
し
、
安
全
、
安
心
を
提
供

す
る
た
め
に
そ
の
源
と
な
る
の
は

何
と
言
っ
て
も
『
人
を
大
切
に
す

る
こ
と
』。
お
客
様
と
社
員
、
そ

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ど

ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
大
事
に
し

て
い
き
た
い
」
と
語
り
、
人
財
育

成
、
人
と
の
関
わ
り
の
重
要
性
を

強
調
し
た
。
将
来
展
望
に
つ
い
て

は
、「
品
質
と
サ
ー
ビ
ス
面
で
他

社
と
の
差
別
化
を
図
る
こ
と
で
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
と
な
り
、
最
終
的
に

は
防
災
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
業
界

ナ
ン
バ
ー
を
目
指
し
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
、
さ
ら
に
社
長
の
使
命

と
し
て
、
社
員
や
パ
ー
ト
ナ
ー
に

「
安
全
で
健
康
的
な
職
場
環
境
を

常
に
提
供
す
る
こ
と
」
を
力
説
し

た
。

地区会員企業のホット

西
部
株
式
会
社

M
I
K
A
M
I

「
た
っ
た
一
個
の
ヒ
ュ
ー
ズ
を

作
る
世
界
で
唯
一
の
会
社
」

人
を
大
切
に
し
、
業
界

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
す

DATA
会 社 名：株式会社 MIKAMI
本 社：所沢市林１‐２９９‐７
代 表 者：代表取締役 三上 誠
創 業：１９６７年６月１日
資 本 金：１，０００万円
事業内容：自動車・建設機械・光学・医療

等の金属精密加工
速断ヒューズの製造販売、OEM
による製造組立

DATA
会 社 名：�サイボウ
所 在 地：�いたま市見沼区卸町２‐６‐１５
電 話：０４８‐６８７‐１３１３
Ｆ ａ ｘ：０４８‐６８７‐２００１
東京支店：台東区東上野２‐１１‐１５
上尾営業所：上尾市５番町１３‐５ ハウディ五番町１０１
代 表 者：代表取締役 結城 剛
設 立：昭和４２年４月
資 本 金：５，０００万円
従業員数：６８名
事業内容：�消防用防火設備、弱電設備、設計施工

�消防防災用機器、製造・販売・卸
�消防防災用設備、定期点検・整備
�地震対策用資機材・用品、販売・卸

Ｕ Ｒ Ｌ：http : //www.saibou.co.jp/

中
部

�
サ
イ
ボ
ウ

�
サ
イ
ボ
ウ

結
城
剛
代
表
取
締
役

当
社
が
取
り
扱
っ
て
い
る
防
災

グ
ッ
ズ

三
上
誠
社
長
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代
表
取
締
役

会

長

武

州

ガ

ス

株

式

会

社

取
締
役

会

長

西

村

和

義

日

本

信

号

株

式

会

社

社

長

上

條

正

仁

株
式
会
社

埼
玉
り
そ
な
銀
行

頭

取

株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

代

表

取
締
役

株
式
会
社

デ

サ

ン

代
表
取
締
役

会

長

菊

池

勇

ポ
ー
ラ
イ
ト
株
式
会
社

代

表

取
締
役

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

荻

野

芳

朗

株
式
会
社
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

会

長

日

本

伸

管

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

牛

山

電

工

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

平

沼

一

幸

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長

株
式
会
社

丸

善

代
表
取
締
役

社

長

日

野

勝

義

埼

玉

機

器

株

式

会

社

執
行
役
員

事
業
所
長

藤

原

健

日
本
信
号
株
式
会
社
久
喜
事
業
所

代

表

取
締
役

大

野

建

設

株

式

会

社

到着順掲載紙上名刺交換会
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代
表
取
締
役

社

長

Ａ

Ｇ

Ｓ

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

玄

間

敏

日

本

地

工

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

斉
之
平
伸
一

三

州

製

菓

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

松
本
伸
一
郎

株
式
会
社

松

本

商

会

代

表

取
締
役

牛

窪

啓

詞

株
式
会
社
愛
工
舎
製
作
所

代

表

取
締
役

株
式
会
社
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ
ス

理
事
長

埼
玉
県
中
古
自
動
車
販
売
商
工
組
合

代
表
取
締
役

社

長

新
電
元
工
業
株
式
会
社

代

表

取
締
役

関
東
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

長
株
式
会
社
鈴
木
鶏
卵
Ｇ
Ｐ
セ
ン
タ
ー

取
締
役

社

長

坂

戸

ガ

ス

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

亀

井

寿

之

亀

井

産

業

株

式

会

社

代
表
取
締
役

社

長

望

月

諭

望

月

印

刷

株

式

会

社

�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

埼
玉
音
楽
文
化
協
会

専
務
理
事

根
岸

茂
文

職

員

一

同

到着順掲載紙上名刺交換会
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第
三
十
七
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会
全
国
大

会
が
、
十
一
月
十
六
日
�
・
十
七
日
�
の
両
日
、

高
知
県
経
営
者
協
会
青
年
経
営
者
部
会
が
主
管

と
な
り
、
高
知
市
の
城
西
館
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
若
手
経
営
者
を
中
心
に
百
八
十

四
名
が
参
加
し
た
。

当
埼
玉
か
ら
は
、
川
本
武
彦
部
会
長
（
サ
イ

サ
ン
・
社
長
）
を
は
じ
め
、
矢
部
利
人
（
丸
和

工
業
・
社
長
）、
藤
池
一
誠
（
デ
サ
ン
・
社
長
）、

眞
子
岳
志
各
副
部
会
長
（
真
工
社
・
社
長
）
並

び
に
、
松
本
伸
一
郎
顧
問（
松
本
商
会
・
社
長
）、

内
藤

岳
（
内
藤
環
境
管
理
・
常
務
）、
松
本

哲
郎
（
カ
ツ
ミ
テ
ク
ノ
・
専
務
）、
臼
田
和
弘

（
臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
・
社

長
）
の
各
幹
事
、
三
友
哲
哉
（
八
千
代
紡
織
・

部
長
）、
野
村
幸
永
（
エ
イ
ト
リ
ー
ブ
ス
・
社

長
）、
梶
原
靖
友
（
梶
原
工
業
・
代
表
取
締
役
）、

古
川
元
一
（
川
口
土
木
建
築
工
業
・
社
長
）
の

各
部
会
員
、
吉
野
寛
治
特
別
会
員
（
吉
野
電
化

工
業
・
社
長
）
と
、
事
務
局
の
計
十
四
名
が
参

加
し
た
。

第
一
日
目
は
午
後
二
時
三
十
分
か
ら
正
副
部

会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
高
知
県
青
年
経
営
者

部
会
の
奥
村
恭
明
部
会
長
（
ワ
ー
ク
ウ
ェ
イ
・

社
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
続
い
て
、

全
国
十
一
（
愛
知
・
茨
城
・
岐
阜
・
京
都
・
高

知
・
埼
玉
・
堺
・
千
葉
・
奈
良
・
兵
庫
・
石
川
）

の
青
年
部
会
長
か
ら
各
地
の
活
動
状
況
の
報
告

が
行
わ
れ
た
。

午
後
三
時
三
十
分
か
ら
全
国
大
会
の
式
典
が

始
ま
り
、
主
催
者
挨
拶
を
奥
村
恭
明
部
会
長
が

行
い
、
続
い
て
、
高
知
県
経
営
者
協
会
竹
内
靖

雄
会
長
が
歓
迎
の
挨
拶
を
述
べ
、
尾
崎
正
直
高

知
県
知
事
と
岡
崎
誠
也
高
知
市
長
が
来
賓
の
挨

拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
青
年
部
会
紹
介

が
あ
り
、
正
副
部
会
長
会
議
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。続

い
て
、
土
佐
の
漁
師
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
万

次
郎
こ
と
中
浜
万
次
郎
の
波
乱
に
富
ん
だ
人
生

を
「
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
」
と
題
し
、
高
知
県
生
ま

れ
の
直
木
賞
作
家
、
山
本
一
力
氏
が
記
念
講
演

を
行
っ
た
。

懇
親
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
土
佐
の

よ
さ
こ
い
踊
り
と
音
楽
等
々
、
賑
や
か
に
、
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、

高
知
流
の
宴
会
「
土
佐

の
お
き
ゃ
く
」
で
参
加

者
相
互
の
交
流
を
図
り
、

土
佐
の
銘
酒
と
お
座
敷

遊
び
で
、「
お
き
ゃ
く
」

の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
た
。

最
後
に
、
次
回
開
催

の
兵
庫
県
か
ら
挨
拶
が

行
わ
れ
、
ま
た
、
二
年

後
の
２
０
１
４
年
、
三

十
九
回
は
埼
玉
県
、
四

十
回
は
京
都
、
四
十
一
回
は
堺
、
四
十
二
回
は

千
葉
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
等
が
発
表
さ
れ
、

会
は
終
了
し
た
。

翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、
黒
潮
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
記
念
ゴ
ル
フ
と
、
桂
浜
、

坂
本
龍
馬
記
念
館
、
名
物
市
場
で
の
昼
食
を
堪

能
し
、
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
て
、
高
知

県
で
の
全
国
大
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
推
進
事
業
の
成
果
報
告
会
を
十
二
月
五
日
�

午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
六
〇
三
研
修
室

に
て
開
催
し
、
受
入
先
、
大
学
関
係
者
、
体
験

し
た
学
生
ら
六
十
名
が
出
席
し
た
。

会
で
は
は
じ
め
に
、
黛
晴
美
埼
玉
県
産
業
労

働
部
就
業
支
援
課
主
幹
が
開
会
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
「
平
成
二
四
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実

施
結
果
」
と
題
し
て
宮
田
信
久
本
会
事
務
局
次

長
兼
調
査
部
長
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
務
局

統
括
）
が
今
年
度
夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

実
施
結
果
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
中
心
に
報
告

し
た
。

○
一
一
月
末
現
在
実
施
学
生
�
二
二
二
名
、
受

入
先
数
�
六
九
先
一
一
三
部
門

そ
の
後
、
受
入
先
の
報
告
、
大
学
の
報
告
、

実
施
学
生
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

◆
成
果
報
告
の
部
・
発
言
要
旨
◆

□
受
入
先
の
部
□

�
関
東
食
糧
�

経
営
管
理
部
人
事
担
当

井
上

亜
美

氏

「
今
年
度
か
ら
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
を
実
施
し
五
名
を
受
入
。
来
年
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
も
修
正
し
な
が
ら
、
実
習
学
生
で
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
新
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
・
提
案
な

ど
も
実
施
し
た
い
」

�
関
東
図
書
�

Ｉ
Ｔ
事
業
部
主
任

布
川

喜
洋

氏

「
今
年
は
応
募
多
数
の
中
か
ら
四
名
受
入
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
、
知
ら
な
い
こ
と
を
素
直
に

聞
い
て
く
る
学
生
の
方

が
印
象
が
良
い
。
面
談

時
は
第
一
印
象
も
大

切
」

□
大
学
の
部
□

�
跡
見
学
園
女
子
大
学

就
職
部
就
職
課
主
任

阿
曽

孝
二

氏

「
学
生
は
実
習
に
よ

り
様
々
な
刺
激
を
受
け

て
い
る
。
本
来
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
を

考
え
る
と
最
低
で
も
二

週
間
の
期
間
は
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
二
年

次
で
の
履
修
を
増
や
し
て
も
良
い
と
考
え
る
」

�
埼
玉
大
学

経
済
学
部

准
教
授

江
口

幸
治

氏

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
の
様
々
な
形
態

や
混
在
で
学
生
は
混
乱
し
て
い
る
。
ま
た
、
学

内
で
も
学
部
ご
と
の
位
置
付
け
が
異
な
る
な
ど
、

交
通
整
理
が
必
要
と
認
識
」

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
◆

テ
ー
マ
「
学
生
視
点
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
習
か
ら
見
え
て
き
た
成
果
と
課
題
」

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】（

）
内
は
実
習
先

�
埼
玉
県
立
大
学

保
健
医
療
福
祉
学
部

三
年

松
山
遥
香
氏
（
三
郷
市
役
所
）

�
東
京
経
済
大
学

経
済
学
部

三
年

大
久
保
昌
俊
氏
（
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
埼

玉
県
庁
）

�
東
洋
学
園
大
学

人
文
学
部

三
年

小
橋
美
沙
子
氏
（
さ
い
た
ま
コ
ー
プ
）

�
獨
協
大
学

外
国
語
学
部

三
年

関
智
碩
氏
（
�
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｔ
）

【
司
会
・
進
行
】

埼
玉
県
経
営
者
協
会

宮
田
信
久

●
自
分
に
見
え
て
き
た
課
題
（
抜
粋
）

・
こ
ち
ら
か
ら
の
積
極
的
発
言
、
問
い
か
け
が

出
来
な
か
っ
た

・
視
野
が
狭
か
っ
た
。
視
点
を
変
え
れ
ば
受
入

先
も
就
職
先
も
選
択
肢
は
増
え
る
こ
と
に
気

づ
い
た

・
時
間
管
理
の
甘
さ

●
受
入
先
、
大
学
に
対
す
る
要
望

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
詳
細
実
習
内
容
ま
で
示
し

て
く
れ
れ
ば
選
択
し
や
す
い

・
大
学
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
中
で
、
自
己
分
析
、

他
者
分
析
の
よ
う
な
講
義
が
あ
る
と
実
習
前

に
自
分
に
足
り
な
い
部
分
の
認
識
が
し
や
す

い
・
二
年
次
実
習
の
方
が
望
ま
し
い
（
も
っ
と
早

く
就
業
体
験
を
し
た
か
っ
た
）

青
年
経
営
者
部
会
高
知
全
国
大
会

当
会
よ
り
十
四
名
参
加

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
報
告
会

受
入
先
、
大
学
の
成
果
報
告
と
実
習
学
生
と

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

実
習
学
生
と
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

当
日
の
会
場
の
様
子

直
木
賞
作
家
山
本
一
力
氏
の

講
演

当
会
の
参
加
者
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１．企業と連携した「美

味しい大麦食品」の開

発・普及

２．生活習慣病の予防、

健康の維持増進への貢

献

学歴・略歴

円谷 陽一

（つむらや よういち）

１９７３年埼玉大学理工学部

生化学科卒業。東京農工

大学修士課程、参松工業

�、大阪市立大学博士課
程（学術博士）、を経て

１９８０年埼玉大学理学部生

化学科助手。１９８３－１９８４

年、合衆国で博士研究員。

２０００年埼玉大学理学部分

子生物学科（その後、理

工学研究科生命科学部門

に名称変更）教授、現在

に至る。

現在の私の専門とする研究分野
は植物多糖の生化学、分子生物学です。具体的に
は、植物細胞壁多糖の構造、働き、関連酵素・遺
伝子、に関する研究を進めています。本稿では、
これらの研究をベースにした産学連携活動につい
て紹介します。
埼玉大学は独立行政法人化後は特に、地域貢献、
産学連携活動を推進しています。その活動の一つ
として２０１０年度に埼玉大学産学官連携協議会の下
に「大麦食品研究会」を立ち上げました。大麦は
昔から、麦ご飯、ビールの原料、などとして利用
されてきましたが、近年、大麦種子の細胞壁に含
まれる β－（１→３）、（１→４）－グルカン（略
して、β－グルカン、と呼ばれています）の健康
維持・促進機能が注目されています。β－グルカ
ンは図１に示したようにグルコースが１，０００～１０，
０００個つながった多糖で、生理機能としては、心
臓の健康維持、血中コレステロール低下、血圧上
昇抑制作用、糖尿病予防効果、整腸作用、免疫機
能の調節作用、等が知られています。
米国食品医薬品局（FDA）は１日３g以上の大麦
水溶性食物繊維（主成分は β－グルカン）の摂取
が血中コレステロールを低下させ、心臓病のリス
クを低減する作用があることを認めていますが、
我が国の国民一人当たりの年間大麦水溶性食物繊

維摂取量は、FDA推奨量の１／５０～１／１００に過ぎ
ません。我々は、サッポロビール�が開発した β
－グルカン高含有品種「もっちりぼし」を提供し
て頂いて、製粉会社、食品会社のご協力を得て、
大麦製粉技術の向上（特許出願中）、飽きずに毎
日食べられる「美味しい大麦食品」（図２）の開
発・普及を進め
ています。
幸いにも、我
々の活動が評価
され、２０１２年１１
月、教育学部川
嶋かほる教授な
らびにオープン
イノベーション
センター東海林
義和特命教授と
共同で、農林水
産省のフード・
アクション・ニ
ッポンアワード
２０１２の「研究開
発・新技術部部
門」優秀賞を受
賞しました。

画像センシング技術によ

る新しい産業応用の開拓

と実用化

学歴・略歴

小室 孝

（こむろ たかし）

２００１年 東京大学大学院

工学系研究科計数工学

専攻博士課程修了、博

士（工学）

同年 科学技術振興事業

団戦略的基礎研究推進

事業（CREST）研究員

２００２年 東京大学大学院

情報理工学系研究科シ

ステム情報学専攻 助

手

２００５年 同 講師

２０１１年 埼玉大学大学院

理工学研究科数理電子

情報部門 准教授

近年のカメラの小型化、低価格
化に伴い、さまざまな機器にカメラを搭載できる
ようになった。それにより、カメラが従来の映像
を撮るための用途ではなく、機器が周りの状況を
把握するためのセンサとして使われるようになっ
てきた。たとえば、車載カメラによる衝突防止や、
人間の動作で機械を操作するジェスチャインター
フェースでの利用が挙げられる。これは、機械が
独自の“目”を持つことで、より高度なサービス
を人間に提供できるようになるということを示し
ている。私はこのような画像処理技術の新しい応
用について研究を行っている。
右図はその一例で、近年爆発的に普及が進んで
いるスマートフォンの操作を空中の指先の動きで
行うものである。従来のジェスチャインターフェ
ースの多くは機器の遠隔操作を目的としていたが、
本研究ではスマートフォンの操作空間を狭い画面
上から空中に移すことで操作性を向上させること
を目的としている。スマートフォンの登場は人と
コンピュータの距離を縮めたが、新しいユーザー
インターフェースはさらなる変革をもたらすと期
待される。
カメラをセンサとして考えると、必ずしも人間

の目と同じ性能である必要はない。そこで、画像
センシングに適した機械の“目”の研究も合わせ
て行っている。たとえば、高速移動物体を安定し
て追跡するため、人間の目の数十倍の速度で画像
を取得・処理する研究や、暗闇で何も見えない環
境で物体を鮮明に撮影する研究などを行っている。
これらは人間の目の模倣ではなく、機械が人間を
超える視覚能力を獲得することで、従来にないシ
ステムやサービスを実現することを目指している。
かつて、画像処理の産業応用は人間の視覚の代
行が中心であった。
しかしながら、新し
い機械の“目”は、画
像処理の応用範囲を
大幅に拡大する可能
性を持っている。こ
のような研究が従来
にない新しいシステ
ムの実現につながり、
我々の生活スタイル
を一変させる。その
ような未来を夢見て
研究を行っている。

埼玉大学研究者との出会いの広場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７７４４４４４４４４４４４４回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

植物細胞壁多糖を活用した「機能性大麦粉」の開発
埼玉大学理工学研究科 円 谷 陽 一 教授

画像センシング技術による生活スタイルの変革
埼玉大学大学院理工学研究科数理電子情報部門 小 室 孝 准教授

図１．β－（１→３），（１→４）－グルカン
（β－グルカン）の構造模式図

図２．大麦配合乾麺の試作・販売
稲庭饂飩（秋田県・�後文）、武州
うどん（埼玉県・臼田製麺工業�）

―１９―






































































































































































































































































































































近年、リーマン・ショックや欧州債務危機等により世界の経
済は冷え込んでいます。我が国も例外ではなく、円高による産
業の空洞化が進むとともに、中国・インド・韓国をはじめとす
る新興国の追い上げを受けて、長期にわたって経済が低迷して
います。加えて、人口の減少、少子高齢化の進行、昨年３月に
発生した東日本大震災、それに伴う原発事故災害といった苦難
に直面しています。
そうした中、特に、ものづくり産業分野の国際競争力の低下
が著しいといえます。「平成２３年度ものづくり基盤技術の振興
施策（ものづくり白書）」（２０１２年６月）は、このことについて
概略次のように述べています。すなわち、ものづくり産業分野
では、CAD･NC加工等の普及により、ものづくりのデジタル
化が急速に進んでいます。新興国でも、そうした高性能な生産
設備を導入することにより一定の品質で、ものづくりが行える
ようになってきています。人件費の安い新興国での大量生産に
よるコスト低減のメリットを享受すべく、すり合わせが不要な
製品設計（モジュール化）が拡大し、製造・組立工程での付加
価値が低下しつつあります。こうした背景もあって、アップル
などに代表される欧米のメーカーは、製品（及び製品に付帯す
るサービス）の企画・開発に特化し、製造工程以外から付加価
値を獲得する動きを顕在化させています。一方、アジアの新興
国では、欧米企業からの発注元ブランド名による製造（OEM）
などを通じて、大量・低コスト生産に特化した数多くの企業が
急成長しつつあります。他方、我が国の企業は技術優位性のあ
る製品分野であっても、十分な利益の確保が困難になってきて
います。従って、我が国の企業には、世界のものづくりの風潮
を踏まえた新たなものづくり戦略が必要だ、と指摘しています。
このような情勢の変化を受けて、最近、人材育成や大学改革
に係る提言が次々と打ち出されています。本年４月以降に限っ
ても、日本経済団体連合会『「イノベーション立国・日本」構
築を目指して』（２０１２年４月）、産学協働人財育成会議「アクシ
ョンプラン～日本復興・復活のために～」（２０１２年５月）、文部
科学省「大学改革実行プラン～社会の変革のエンジンとなる大
学づくり～」（２０１２年６月）、文部科学省中央教育審議会「新た
な未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯学び続
け、主体的に考える力を育成する大学へ～」（２０１２年８月）な
どがあります。そのうち、文部科学省中央教育審議会答申では、
我が国が目指すべき社会像は「優れた知識やアイディアの積極
的活用によって発展するとともに、人が人を支える安定的な成
長を持続的に果たす成熟社会である」と規定した上で、その社
会で求められる能力には次のようなものがあると述べています。
すなわち、１）答えのない問題に解を見出していくための批判

的、合理的な思考力等の認知的能力、２）チームワークやリー
ダーシップを発揮して社会的責任を担う倫理的、社会的能力、
３）総合的かつ持続的な学修経験に基づく想像力と構想力、４）
想定外の困難に際して的確な判断ができるための基礎となる教
養、知識、経験です。そして、これらの能力は高等教育段階で
培うことが求められる「学士力」であるとしています。
本学は、平成１３年の開学時に掲げた、次に示す基本理念を堅
持しつつ、「学士力」に優れた人材の育成に一層邁進します。
（ものつくり大学基本理念）
１．ものづくりに直結する実技・実践教育の重視
２．技能と科学・技術・経済・芸術・環境とを連結する教育・
研究の重視
３．時代や社会からの要請に適合する教育・研究の重視
４．自発性・独創性・協調性を持った人間性豊かな教育の重視
５．ものづくり現場での統率力や起業力を養うマネジメント教
育の重視
６．技能・科学技術・社会経済のグローバルに対応できる国際
性の重視
そして、この理念の具現化にあたり、以下に示す、皆様から
のご支援を大切にするとともに、本学の比較優位性を一層伸ば
していく所存です。
○トヨタ自動車、日立製作所、清水建設等の大手企業のご支援
○埼玉県、行田市等のご支援
○埼玉県経営者協会、埼玉県技能士会連合会、中小企業等のご
支援
○トヨタ自動車等の企業出身教員が約半数
○木造建築の全工程をカバーする我が国屈指の教員陣容
○学生プロジェクトで建築家ル・コルビュジエの休暇小屋を原
寸大で再現
○NHKロボコンや全日本フォーミュラカー大会出場の常連校
○長期間インターンシップ履修率が日本トップクラス等
当然のことでありますが、大学のお客様は学生や企業、地域
社会等であり、その基本的使命は両者のニーズをマッチングさ
せることにあります。そのため本学は、皆様に土足でも入って
きていただけるよう、敷居を一層低めるよう努力いたします。
また、故ピーター・F・ドラッカー氏が「エッセンシャル版マ
ネジメント」の序文で述べておられる「２１世紀の日本が、私と
本書に多くのものを教えてくれた４０年前、５０年前の、あの革新
的で創造的な勇気あるリーダーたちに匹敵する人たちを再び輩
出していくこと」に関して、その一翼を担っていきたいと考え
ております。

「ものつくり大学」へようこそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回

ものつくり大学の目指すもの
ものつくり大学 学長 稲 永 忍

稲永 忍（いななが しのぶ）東京大学大学院農学系研究科博士課程修了。農学博士。東京大学農学部助手・助教授・教授、鳥
取大学乾燥地研究センター助教授・教授・センター長、（独）国際農林水産業研究センター理事長、（地独）鳥取県産業技術セン
ター理事長、�トーエン常勤特別顧問を経て現職。鳥取大学名誉教授、新疆農業大学名誉教授、中国科学院水土保持研究名誉教
授等、専門は乾燥地農業、砂漠化対処論、作物学。

―２０―
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第１回西村会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成２４年１１月９日� 武蔵カントリークラブ 笹井コース〉

１．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優 勝 佐々木健次 東京海上日動火災保険 埼玉中央支店長 ４９ ４７ ９６ ２４．０ ７２．０

準優勝 松浦 広展 五 大 工 業 社 長 ４２ ４４ ８６ １３．２ ７２．８

３ 位 藤倉 孝治 幸手都市ガス 会 長 ４８ ４４ ９２ １８．０ ７４．０

４ 位 小野 保徳 ゼネラルサービス 統括部長 ４８ ４８ ９６ ２１．６ ７４．４

５ 位 浅野 喜宏 イープラスワン 社 長 ４６ ５４ １００ ２５．２ ７４．８

ベスグロ 植田 耕作 日本メタルガスケット 会 長 ４１ ４１ ８２ ― ―

２．シニアの部

優 勝 町田 肇 リ ー ド 社 長 ４５ ４５ ９０ １４．４ ７５．６

準優勝 木村 吉男 久喜菖蒲工業団地管理センター 社 長 ５０ ５０ １００ ２４．０ ７６．０

３．グランドシニア

優 勝 藤倉 孝治 幸手都市ガス 会 長 ４８ ４４ ９２ １８．０ ７４．０

初
参
加
の
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
織
田
秀
明

ボ
ッ
シ
ュ
�
取
締
役
会
長（
本
会
副
会
長
）

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前
で
ス
タ
ー
ト
前
の

集
合
写
真

総
合
優
勝
の
佐
々
木
健
次
東
京
海
上
日

動
火
災
保
険
埼
玉
中
央
支
店
長
と
会
長

杯
を
贈
呈
す
る
西
村
会
長
（
右
）

シ
ニ
ア
優
勝

町
田
肇
�
リ
ー
ド

取
締
役
社
長
と
細
沼
競
技
委
員
長（
右
）

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
の
藤
倉
孝
治

幸
手
都
市
ガ
ス
�
代
表
取
締
役
会
長
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七

労
働
者
の

損
害
賠
償
す
べ
き

金
額
を
め
ぐ
っ
て

７

従
業
員
の
交
通
事
故
に
よ
る

会
社
の
損
害
と
従
業
員
へ
の

求
償
賠
償

�
会
社
は
保
険
に
も
加
入
せ
ず
、
安
全

指
導
や
車
両
整
備
等
に
も
原
因
が
あ

っ
た
と
し
て
損
害
額
の
五
％
の
賠
償

に
留
め
た
事
例

本
件
は
、
会
社
が
被
告
従
業
員
に
つ

い
て
、
会
社
所
有
の
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

を
運
転
し
て
会
社
の
営
む
運
送
業
に
従

事
し
て
い
た
際
に
起
こ
し
た
交
通
事
故

に
よ
り
、
被
告
の
過
失
に
よ
り
、
会
社

が
直
接
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
元
従

業
員
で
あ
る
被
告
に
対
し
、
民
法
七
〇

九
条
に
基
づ
き
、
損
害
賠
償
を
請
求
し

た
事
案
で
あ
る
。

本
件
の
損
害
額
は
、
物
損
で
あ
り
五

五
万
円
余
と
認
定
さ
れ
た
。
本
件
事
故

の
態
様
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。「

被
告
は
、
深
夜
、
機
械
を
積
載
し

た
本
件
車
両
を
運
転
し
て
、
京
都
か
ら

富
山
方
面
に
向
か
っ
て
時
速
約
五
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
速
度
で
北
陸
道
の
走
行

車
線
を
走
行
し
て
い
た
が
、
先
行
車
の

速
度
が
遅
か
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
追
い

越
す
た
め
に
追
越
車
線
に
車
線
変
更
し

た
と
こ
ろ
、
前
方
に
工
事
中
の
パ
イ
ロ

ン
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
回
避

す
べ
く
再
び
左
の
走
行
車
線
に
車
線
変

更
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
車
両

が
ス
リ
ッ
プ
し
、
ト
ン
ネ
ル
入
り
口
付

近
の
側
壁
に
本
件
車
両
の
キ
ャ
ビ
ン
左

側
を
衝
突
さ
せ
た
。

な
お
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
事
故

発
生
場
所
付
近
の
北
陸
道
路
面
は
凍
結

し
た
状
態
で
あ
っ
た
。

被
告
は
、
急
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
り
、

急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
り
し
て
い
な
い

の
に
、
本
件
車
両
が
ス
リ
ッ
プ
し
た
こ

と
か
ら
、
本
件
事
故
の
原
因
は
、
車
両

整
備
の
不
備
、
タ
イ
ヤ
の
摩
耗
に
あ
る

と
供
述
し
、
自
己
に
過
失
は
な
い
旨
主

張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
認
定
事
実
に
よ

れ
ば
、
路
面
が
凍
結
し
た
状
態
で
あ
り
、

ま
た
、
被
告
は
本
件
車
両
の
タ
イ
ヤ
が

磨
耗
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
か
ら
、
被
告
に
は
、
車
両

の
運
転
者
と
し
て
、
事
故
の
発
生
を
防

止
す
べ
く
、
路
面
の
状
況
や
車
両
の
整

備
状
況
・
積
載
物
の
重
量
に
応
じ
た
速

度
で
走
行
す
る
等
の
安
全
運
転
を
す
べ

き
注
意
義
務
が
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を

怠
り
、
時
速
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

速
度
で
走
行
し
た
た
め
、
車
線
変
更
を

す
る
際
に
ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
っ
た
も

の
と
推
認
さ
れ
、
後
記
認
定
の
と
お
り
、

原
告
の
車
両
整
備
に
不
十
分
な
点
が
あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
本
件
事
故

の
発
生
に
つ
き
、
被
告
自
身
の
過
失
の

寄
与
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。」
と
し
て
、
従
業
員
側
に
過
失
の

あ
る
こ
と
を
裁
判
所
は
認
め
た
。

次
に
、
会
社
が
そ
の
全
額
を
従
業
員

に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
点
に
つ

い
て
、
裁
判
所
は
、
従
業
員
側
の
負
担

す
べ
き
損
害
賠
償
責
任
の
範
囲
と
し
て
、

「
右
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
に
は
、

民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
き
、
本
件
事
故

に
よ
り
原
告
に
生
じ
た
直
接
損
害
を
賠

償
す
べ
き
責
任
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
件
の
よ
う
に
、

使
用
者
が
、
そ
の
事
業
の
執
行
に
つ
き

な
さ
れ
た
被
用
者
の
加
害
行
為
に
よ
り
、

直
接
損
害
を
被
っ
た
場
合
に
は
、
使
用

者
は
、
そ
の
事
業
の
性
格
、
規
模
、
施

設
の
状
況
、
被
用
者
の
業
務
の
内
容
、

労
働
条
件
、
勤
務
態
度
、
加
害
行
為
の

態
様
、
加
害
行
為
の
予
防
も
し
く
は
損

失
の
分
散
に
つ
い
て
の
使
用
者
の
配
慮

の
程
度
そ
の
他
諸
般
の
事
情
に
照
ら
し
、

損
害
の
公
平
な
分
担
と
い
う
見
地
か
ら

信
義
則
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に

お
い
て
、
被
用
者
に
対
し
、
右
損
害
の

賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
と

ど
ま
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
（
最
高

裁
判
所
昭
和
五
一
年
七
月
八
日
判
決
・

民
集
三
〇
巻
七
号
六
八
九
頁
参
照
）。」

と
最
高
裁
の
従
業
員
へ
の
損
害
賠
償
の

場
合
の
金
額
算
定
の
ル
ー
ル
を
引
用
し
、

次
の
と
お
り
損
害
賠
償
金
額
を
大
幅
に

減
額
し
た
。

会
社
は
、「
運
送
を
業
と
す
る
有
限

会
社
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
当
時
、
被

告
を
含
め
て
従
業
員
七
、
八
名
を
雇
用

し
、
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
一
〇
台
程
度

保
有
し
て
い
た
が
、
経
費
節
減
の
た
め
、

右
車
両
に
つ
い
て
は
、
対
人
損
害
賠
償

責
任
共
済
及
び
対
物
損
害
賠
償
責
任
共

済
に
の
み
加
入
し
、
修
理
費
用
等
を
填

補
す
る
た
め
の
車
両
保
険
等
に
は
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
。」、「
賃
金
生
活
を

営
む
原
告
の
従
業
員
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

運
送
業
を
営
む
以
上
交
通
事
故
が
発
生

す
る
危
険
は
常
に
伴
い
、
し
か
も
、
原

告
の
従
業
員
が
交
通
事
故
を
起
こ
す
こ

と
は
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
て
、
所
有
車

両
が
損
傷
す
る
な
ど
し
て
損
害
を
被
る

こ
と
が
頻
繁
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
原
告
は
、
車
両
保
険
等
に
加
入
す

る
こ
と
に
よ
り
車
両
損
害
を
分
散
さ
せ

る
手
だ
て
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、

原
告
の
従
業
員
が
交
通
事
故
を
起
こ
す

こ
と
が
日
常
茶
飯
事
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
従
業
員
自
身
の
運
転
上
の
不

注
意
の
み
な
ら
ず
、
原
告
に
お
け
る
労

働
条
件
や
従
業
員
に
対
す
る
安
全
指
導
、

車
両
整
備
等
に
も
原
因
が
あ
っ
た
も
の

と
推
認
さ
れ
る
こ
と
、
原
告
に
従
業
員

が
長
く
定
着
し
な
い
こ
と
か
ら
も
、
原

告
に
お
け
る
労
働
条
件
に
問
題
が
あ
っ

た
こ
と
が
推
認
さ
れ
る
こ
と
、
本
件
事

故
の
発
生
に
つ
い
て
被
告
に
重
大
な
過

失
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
〇
一
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
１５
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

―２２―



証
拠
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
本
件
損
害

賠
償
請
求
は
原
告
の
従
業
員
が
業
務
執

行
中
に
起
こ
し
た
事
故
に
よ
り
原
告
が

損
害
を
被
っ
た
事
例
の
う
ち
で
異
例
に

属
す
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。」、
ま
た
、「
被
告
が
起
こ

し
た
事
故
と
し
て
本
件
事
故
以
外
に
証

拠
上
認
め
ら
れ
る
平
成
八
年
一
〇
月
一

八
日
に
発
生
し
た
も
の
は
、
極
く
軽
微

な
物
損
事
故
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
原
告
代
表
者
の
右
供
述
は
信
用

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
他
に
原
告
の
右

主
張
を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な

い
。」
と
認
定
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
は
、

「
以
上
で
認
定
し
た
と
こ
ろ
を
総
合
考

慮
す
る
と
、
原
告
が
本
件
事
故
に
よ
り

被
っ
た
損
害
の
う
ち
被
告
に
対
し
て
賠

償
を
請
求
し
得
る
範
囲
は
、
信
義
則
上
、

認
定
し
た
損
害
額
五
五
万
五
三
三
五
円

の
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
金
二
万
七

七
六
六
円
の
限
度
に
と
ど
ま
る
も
の
と

認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判
示

し
た
（
平
成
一
二
・
一
一
・
二
一
京
都

地
裁
判
決
、
Ｋ
興
業
事
件
、
労
判
八
二

五
号
八
一
頁
）。

�
会
社
は
保
険
に
も
加
入
し
て
お
ら
ず
、

大
型
ク
レ
ー
ン
車
の
運
転
経
験
の
な

い
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
作
業
に
従

事
さ
せ
、
監
督
者
も
派
遣
せ
ず
、
事

故
届
を
し
な
か
っ
た
の
で
労
災
保
険

も
受
け
ら
れ
ず
、
雇
用
保
険
の
加
入

も
な
く
給
付
も
受
け
ら
れ
な
い
と
い

う
点
を
考
慮
し
て
五
％
の
求
償
に
留

め
た
事
例

本
件
は
、
貨
物
運
送
会
社
の
被
用
者

が
、
業
務
中
発
生
さ
せ
た
ク
レ
ー
ン
車

転
倒
事
故
に
よ
る
同
会
社
所
有
の
ク
レ

ー
ン
車
等
の
損
害
賠
償
及
び
求
償
請
求

に
つ
い
て
、
標
題
の
よ
う
な
使
用
者
と

労
働
者
と
の
立
場
を
考
慮
し
、
使
用
者

は
、
信
義
則
上
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限

度
に
お
い
て
被
用
者
に
対
し
右
損
害
賠

償
又
は
求
償
の
請
求
が
で
き
る
と
し
て
、

合
計
額
の
五
％
の
範
囲
に
お
い
て
請
求

を
認
め
た
事
例
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
本
件
事
故
は
裁
判
所
の

「
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
事

故
の
主
た
る
原
因
は
、
訴
外
工
場
の
通

路
に
大
き
な
窪
み
が
あ
つ
た
こ
と
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
右
通
路
は
、
道

路
状
態
が
良
く
な
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

相
当
の
重
量
が
あ
り
、
安
定
の
悪
い
ク

レ
ー
ン
車
の
運
転
者
で
あ
る
被
告
と
し

て
も
、同
車
の
移
動
に
あ
た
つ
て
は
、道

路
の
凹
凸
に
よ
り
転
倒
事
故
の
起
き
う

る
こ
と
を
予
見
し
て
、
ブ
ー
ム
を
完
全

に
収
納
し
た
う
え
、
進
路
の
状
況
を
よ

く
注
視
し
て
安
全
に
進
行
す
べ
き
注
意

義
務
が
あ
つ
た
の
に
、
こ
れ
を
怠
つ
て
、

本
件
事
故
を
発
生
さ
せ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
、
重
過
失
と
は
い
え
な
い
ま
で

も
、
被
告
に
右
の
点
に
過
失
が
あ
る
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。」
と
判
示
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
労
働
者
側
に
つ
い

て
考
慮
す
べ
き
事
情
と
し
て
、
被
告
労

働
者
は
、「
原
告
に
従
業
員
と
し
て
採

用
さ
れ
た
が
、
採
用
当
時
、
普
通
自
動

車
の
運
転
免
許
と
小
型
ク
レ
ー
ン
車
の

操
作
免
許
を
有
し
て
は
い
た
も
の
の
、

本
件
事
故
車
で
あ
る
ク
レ
ー
ン
車
の
よ

う
な
大
型
ク
レ
ー
ン
車
の
運
転
経
験
は

全
く
な
か
つ
た
。
と
こ
ろ
が
、
原
告
の

側
で
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
了
知
し
て

い
な
が
ら
、
運
転
経
験
の
あ
る
従
業
員

を
、
た
か
だ
か
数
日
間
に
わ
た
り
、
し

か
も
、
顧
客
で
あ
る
訴
外
会
社
の
工
場

内
に
お
い
て
、
被
告
と
同
乗
さ
せ
て
大

型
ク
レ
ー
ン
の
操
作
を
教
え
さ
せ
た
だ

け
で
、
そ
の
後
は
、
被
告
に
単
独
で
訴

外
会
社
に
お
け
る
作
業
に
従
事
さ
せ
、

操
作
に
つ
い
て
の
指
導
は
、
も
つ
ぱ
ら

訴
外
会
社
に
ま
か
せ
た
。
ま
た
、
被
告

は
、
本
件
の
ク
レ
ー
ン
車
と
と
も
に
、

原
告
に
よ
つ
て
訴
外
会
社
に
派
遣
さ
れ

て
い
た
が
、
原
告
の
側
か
ら
、
被
告
を

監
督
又
は
補
佐
す
る
者
の
派
遣
は
、
さ

れ
て
い
な
か
つ
た
。」と
し
、
ま
た
、「
本

件
ク
レ
ー
ン
車
は
、
価
額
が
一
台
一
、

二
〇
〇
万
円
を
超
え
る
高
価
な
も
の
で

あ
り
、
前
記
の
と
お
り
、
本
件
事
故
以

前
に
も
事
故
が
あ
つ
た
の
に
、
原
告
は
、

本
件
事
故
当
時
損
害
保
険
に
加
入
し
て

お
ら
ず
、
ま
た
本
件
事
故
後
も
加
入
し

て
い
な
い
。」
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

そ
こ
で
、「
使
用
者
が
、
そ
の
事
業

の
執
行
に
つ
き
な
さ
れ
た
被
用
者
の
加

害
行
為
に
よ
り
、
直
接
損
害
を
被
り
又

は
使
用
者
と
し
て
の
損
害
賠
償
責
任
を

負
担
し
た
こ
と
に
基
づ
き
損
害
を
被
つ

た
場
合
に
は
、
使
用
者
は
、
そ
の
事
業

の
性
格
、
規
模
、
施
設
の
状
況
、
被
用

者
の
業
務
の
内
容
、
労
働
条
件
、
勤
務

態
度
、
加
害
行
為
の
態
様
、
加
害
行
為

の
予
防
若
し
く
は
損
失
の
分
散
に
つ
い

て
の
使
用
者
の
配
慮
そ
の
他
の
事
情
に

照
ら
し
、
損
害
の
公
平
な
分
担
と
い
う

見
地
か
ら
信
義
則
上
相
当
と
認
め
ら
れ

る
限
度
に
お
い
て
、
被
用
者
に
対
し
、

右
損
害
の
賠
償
又
は
求
償
の
請
求
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
最
高
裁
判
所
昭
和

五
一
年
七
月
八
日
判
決
、
民
集
三
〇
巻

七
号
六
八
九
頁
参
照
）
に
と
ど
ま
り
、

右
限
度
を
超
え
て
損
害
の
賠
償
又
は
求

償
を
す
る
こ
と
は
、
権
利
の
濫
用
と
し

て
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。」

と
し
、
右
に
お
い
て
認
定
し
た
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、「
原
告
は
堂
々
た
る
営
業

内
容
を
有
す
る
運
送
業
者
で
あ
る
の
に

対
し
、
被
告
は
賃
金
生
活
を
営
む
原
告

の
従
業
員
で
あ
つ
た
と
こ
ろ
、
原
告
側

で
は
、
同
種
事
故
を
従
前
に
も
経
験
し

な
が
ら
、
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
指
導
監
督
態
勢
を
特
に
整
え
て

い
な
か
つ
た
こ
と
、
被
告
以
外
の
原
告

従
業
員
も
被
告
同
様
の
ク
レ
ー
ン
車
操

作
を
し
て
お
り
、
本
件
事
故
時
に
お
け

る
被
告
の
過
失
は
さ
ほ
ど
重
大
で
は
な

か
つ
た
こ
と
、
本
件
の
損
害
賠
償
請
求

は
同
種
事
故
に
よ
り
原
告
が
損
害
を
被

つ
た
事
例
の
う
ち
で
異
例
に
属
す
る
こ

と
、
本
件
事
故
後
も
被
告
は
原
告
従
業

員
と
し
て
相
当
期
間
勤
務
を
続
け
た
が
、

そ
の
間
の
勤
務
状
態
も
特
に
悪
く
は
な

か
つ
た
こ
と
、
原
告
側
で
は
、
本
件
事

故
と
同
種
の
事
故
を
経
て
い
る
の
に
損

害
を
保
険
に
よ
り
分
散
さ
せ
る
手
だ
て

を
採
つ
て
お
ら
ず
、
ま
た
従
業
員
側
の

事
故
等
に
よ
る
損
害
を
填
補
す
る
た
め

の
努
力
も
し
て
い
な
い
こ
と
を
そ
れ
ぞ

れ
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

右
に
認
定
し
た
と
こ
ろ
を
総
合
し
て

考
え
れ
ば
、
原
告
が
被
告
に
対
し
て
請

求
す
る
こ
と
の
で
き
る
損
害
額
は
、
合

計
額
金
二
四
二
万
八
、
八
七
〇
円
の
五

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
金
一
二
万
一
、
四

四
三
円
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
余
の
請
求

は
権
利
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
判

―２３―



示
し
た
（
昭
和
五
三
・
一
二
・
二
二
名

古
屋
地
裁
判
決
、
豊
公
組
運
輸
事
件
、

交
民
集
一
一
巻
六
号
一
八
七
八
頁
）。

�
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
つ
き
公
平
上
給

与
部
分
を
超
え
て
賠
償
を
負
担
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
会
社
は

保
険
加
入
を
怠
っ
て
い
た
と
し
、
さ

ら
に
、
給
与
分
の
半
額
（
賠
償
額
の

一
八
％
）
と
し
た
事
例

本
件
の
事
案
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の

被
用
運
転
手
が
そ
の
業
務
従
事
中
に
発

生
せ
し
め
た
事
故
に
つ
き
、
会
社
か
ら

運
転
者
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
の
修
理
費

お
よ
び
右
事
故
に
よ
り
第
三
者
に
生
じ

た
損
害
で
会
社
が
支
払
っ
た
賠
償
金
に

つ
き
従
業
員
に
求
償
し
た
事
案
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、「
被

告
は
、
タ
ク
シ
ー
業
界
に
お
い
て
、
運

転
者
が
業
務
の
執
行
中
に
発
生
さ
せ
た

事
故
に
つ
き
、
使
用
者
は
、
運
転
者
に

対
し
請
求
権
を
行
使
し
な
い
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
事
実
た
る
慣
習
が
あ
り
、
被

告
は
、
黙
示
的
に
右
慣
習
に
よ
る
意
思

表
示
を
し
て
原
告
会
社
と
の
間
で
労
働

契
約
を
締
結
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
右

契
約
上
、
原
告
会
社
は
、
被
告
に
対
し

請
求
権
を
行
使
し
え
な
い
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
、
右
主
張
は
、
次
の
理
由
に
よ

り
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」

と
し
、
そ
の
よ
う
な
慣
習
が
あ
る
と
し

て
提
出
さ
れ
た
、「
右
証
拠
は
、
い
ず

れ
も
一
方
の
当
事
者
と
利
害
を
共
に
す

る
者
の
作
成
等
に
か
か
る
も
の
で
あ
つ

て
、
性
質
上
客
観
性
を
欠
く
お
そ
れ
の

あ
る
こ
と
は
否
定
し
う
べ
く
も
な
い
か

ら
、
客
観
的
な
裏
付
け
証
拠
が
な
い
限

り
、
こ
れ
ら
の
者
が
請
求
権
行
使
の
事

例
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
直

ち
に
請
求
権
を
行
使
し
な
い
と
い
う
重

大
な
慣
習
の
存
在
を
認
定
す
る
こ
と
は
、

明
ら
か
に
行
き
過
ぎ
だ
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
し
、
本
件
に
お
い
て
は
、
右
の

よ
う
な
裏
付
け
証
拠
は
な
に
も
な

い
。」
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
慣
行
の

存
在
は
否
定
さ
れ
た
。

次
に
、
求
償
金
額
に
つ
い
て
、「
と

こ
ろ
で
、
タ
ク
シ
ー
会
社
は
、
運
転
者

を
事
故
発
生
の
危
険
性
が
極
め
て
高
い

車
両
運
行
の
業
務
に
従
事
さ
せ
、
こ
れ

に
よ
り
企
業
収
益
を
あ
げ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
運
転
者
と
右
危
険
を
分
担

す
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
現
実
化
し
た

危
険
を
右
水
揚
げ
に
対
し
て
占
め
る
運

転
者
の
給
与
部
分
を
超
え
て
運
転
者
に

負
担
さ
せ
る
こ
と
は
、
公
平
の
原
則
上

妥
当
で
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

も
、
本
件
の
場
合
、
原
告
会
社
は
、
企

業
と
し
て
当
然
な
す
べ
き
危
険
の
発
生

に
対
処
す
べ
き
保
険
加
入
等
の
事
前
措

置
を
怠
つ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
右

運
転
者
の
負
担
す
べ
き
危
険
の
半
分
を

さ
ら
に
原
告
会
社
に
負
担
せ
し
め
る
の

が
労
使
間
の
負
担
を
公
平
な
ら
し
め
る

ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。
結
局
、
原
告
会
社

に
生
じ
た
損
害
の
う
ち
強
制
保
険
に
よ

り
填
補
で
き
な
か
つ
た
残
余
額
中
、
原

告
会
社
が
被
告
に
対
し
賠
償
を
求
め
う

る
割
合
は
、
給
与
部
分
約
三
六
パ
ー
セ

ン
ト
の
二
分
の
一
す
な
わ
ち
一
八
パ
ー

セ
ン
ト
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ

る
。」
と
判
示
し
た
。

さ
ら
に
、「
以
上
の
よ
う
な
タ
ク
シ

ー
業
務
の
執
行
に
内
在
す
る
固
有
の
危

険
要
素
の
ほ
か
に
、
事
故
の
発
生
に
つ

き
、
原
告
会
社
に
具
体
的
な
過
失
が
あ

れ
ば
、
賠
償
額
を
定
め
る
に
つ
き
こ
れ

を
も
斜
酌
す
べ
き
こ
と
は
無
論
で
あ
る

が
、
本
件
の
場
合
は
、
特
に
右
過
失
を

認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。（〈
証

拠
〉
に
よ
れ
ば
、
原
告
会
社
の
い
わ
ゆ

る
水
揚
歩
合
は
、
全
自
交
東
京
地
連
傘

下
の
各
労
働
組
合
の
あ
る
諸
会
社
に
比

し
、
多
少
低
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
け

れ
ど
も
、
こ
れ
を
以
て
労
働
条
件
に
由

来
す
る
過
失
相
殺
を
根
拠
づ
け
る
の
は

相
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。）」（
昭

和
四
五
・
三
・
一
六
東
京
地
裁
判
決
、

練
馬
交
通
事
件
、
判
タ
二
四
六
号
一
七

七
頁
）
と
さ
れ
た
。

今
回
の
改
正
労
働
契
約
法
で
は
、「
期
間

の
定
め
の
な
い
労
働
者
に
移
行
す
る
権
利
」

を
付
与
す
る
無
期
転
換
申
込
制
度
が
創
設
さ

れ
た
（
同
法
一
八
条
一
項
）。
そ
れ
は
、「
同

一
の
使
用
者
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
二
以
上

の
有
期
労
働
契
約
の
契
約
期
間
を
通
算
し
た

期
間
が
五
年
を
超
え
る
労
働
者
が
、
当
該
使

用
者
に
対
し
、
現
に
締
結
し
て
い
る
有
期
労

働
契
約
の
契
約
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
の

間
に
、
当
該
満
了
す
る
日
の
翌
日
か
ら
労
務

が
提
供
さ
れ
る
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契

約
の
締
結
の
申
込
み
を
し
た
と
き
は
、
使
用

者
は
当
該
申
込
み
を
承
諾

し
た
も
の
と
み
な
す
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

申
込
み
に
係
る
期
間
の
定

め
の
な
い
労
働
契
約
の
内

容
で
あ
る
労
働
条
件
は
、

現
に
締
結
し
て
い
る
有
期

労
働
契
約
の
内
容
で
あ
る

労
働
条
件
と
同
一
の
労
働
条
件
（
当
該
労
働

条
件
（
契
約
期
間
を
除
く
。）
に
つ
い
て
別

段
の
定
め
が
あ
る
部
分
を
除
く
。）
と
す

る
。」
と
の
定
め
が
そ
れ
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、
い
わ
ゆ
る
終
身
雇
用
に
よ

る
長
期
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
正
社
員
と
そ
れ
以

外
の
有
期
雇
用
シ
ス
テ
ム
を
中
心
と
す
る
非

正
規
雇
用
社
員
と
し
て
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
嘱
託
、
契
約
社
員
、
期
間
工

社
員
、
季
節
的
社
員
、
臨
時
社
員
等
と
い
っ

た
雇
用
調
整
要
員
と
し
て
の
雇
用
体
系
が
と

ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
資
本
主
義
体
制
の
下
に
お
い
て

は
、
常
に
景
気
変
動
が
つ
き
ま
と
っ
て
お
り
、

基
幹
社
員
で
あ
る
正
社
員
に
つ
い
て
は
終
身

雇
用
で
定
年
ま
で
の
長
期
の
雇
用
保
障
を
前

提
に
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
整
理
解
雇
法

理
が
判
例
上
も
確
立
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

好
不
況
の
波
に
対
処
し
、
企
業
の
維
持
と
雇

用
を
確
保
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
雇
用
量

の
弾
力
調
整
の
た
め
に
、
仕
事
が
減
少
す
れ

ば
や
め
て
も
ら
う
と
い
う
前
提
の
雇
用
期
間

を
定
め
た
雇
用
制
度
を
設
け
て
い
る
の
で
あ

る
。と

こ
ろ
が
、
今
回
の
法
改
正
は
、
こ
の
よ

う
な
安
定
的
な
二
本
立
て
の
雇
用
体
系
に
対

し
て
、
法
律
に
よ
る
い
わ
ば
雇
用
強
制
と
し

て
無
期
転
換
制
度
が
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

無
期
転
換
申
込
制
度
は
、
労
働
能
力
や
技

術
、
勤
務
成
績
等
に
よ
ら
ず
、
た
だ
、
五
年

を
超
え
る
有
期
労
働
契
約
の
反
復
継
続
と
い

う
雇
用
期
間
だ
け
に
よ
っ
て
、
労
働
者
本
人

の
申
込
み
に
よ
り
「
期
間
の
定
め
の
な
い
契

約
」
へ
の
移
行
（
無
期
転
換
）
と
み
な
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
、
現
行
法
下
に
お
い
て
は
、

「
期
間
を
定
め
ず
に
雇
用
さ
れ
る
正
社
員
と
、

一
時
的
に
雇
用
さ
れ
る
臨
時
的
社
員
で
は
、

雇
用
の
継
続
に
対
す
る
信
頼
に
差
が
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、（
中
略
）、
正
社

員
に
対
す
る
整
理
解
雇
は
、
臨
時
的
社
員
を

削
減
し
た
上
で
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。」（
平
一
八
・
九
・
二
六
横
浜
地
裁
判
決
）

と
の
判
例
法
理
へ
の
対
応
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
有
期
雇
用
者
を
第
一
順
位

と
す
る
整
理
解
雇
の
順
序
は
、
従
来
か
ら
判

例
で
定
着
し
て
お
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
雇
用

調
整
の
第
一
順
位
者
が
雇
用
期
間
五
年
以
内

の
者
に
限
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
人
事
体
系
の

変
更
が
迫
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
今
後
は
無
期

転
換
者
は
、
も
と
も
と
雇
用
形
態
と
し
て
は

第
一
順
位
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
準
社

員
」
と
い
っ
た
中
間
的
雇
用
体
系
を
設
け
、

雇
用
調
整
に
お
い
て
は
、
正
社
員
に
劣
後
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

わ
が
国
雇
用
体
系
を
乱
す

法
改
正

弁
護
士

安
西

�
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引
き
続
き
節
電
に

御
協
力
く
だ
さ
い

省
エ
ネ
対
策
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

彩
の
国

ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
２
０
１
３

（
国
内
最
大
級
の
展
示
商
談
会
）

の
来
場
者
募
集

新
た
な
取
組
に
挑
戦
す
る

中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す

年
度
末
の
資
金
需
要
に
対
応

し
た
県
制
度
融
資
の
御
案
内

「
人
事
担
当
者
の
た
め
の
多
様
な

働
き
方
研
修
会
」
参
加
者
募
集

女
性
商
品
企
画
研
究
会
成
果
発
表
会
・

女
性
商
品
企
画
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・

交
流
会
の
御
案
内

皆
様
の
節
電
の
取
組
に
よ
り
、
昨
年
の
夏

は
深
刻
な
電
力
不
足
と
な
る
こ
と
を
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
御
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
冬
に
つ
い
て
は
、
東
京
電
力
管
内
の

電
力
供
給
に
は
余
力
が
あ
る
と
の
見
通
し
が

政
府
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
発
電
所
等
の
不
測
の
停
止
に
備
え
る
た

め
、
引
き
続
き
無
理
の
な
い
範
囲
で
の
節
電

へ
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

節
電
を
お
願
い
す
る
の
は
、
３
月
２９
日
�

ま
で
の
平
日
９
時
〜
２１
時
で
す
。

具
体
的
な
節
電
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
経

済
産
業
省
の
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
:
//w
w
w
.m
eti.go.jp

/setsuden
/

index.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

http
:
//w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp
/page/

honbu.htm
l

県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
省

エ
ネ
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」
を
編
成
し
、
県
内

中
小
企
業
の
節
電
・
省
エ
ネ
活
動
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の
職
員
が
皆
様
の
企
業

に
お
伺
い
し
、
電
力
、
照
度
及
び
温
度
分
布

を
測
定
し
て
「
見
え
る
化
」
を
行
い
ま
す
。

「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ
対

策
が
よ
り
実
施
し
や
す
く
な
り
、
節
電
対
策

の
検
証
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

冬
季
の
節
電
・
省
エ
ネ
活
動
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。
御
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
:
//w
w
w
.saitec.pref.saitam

a.lg.jp/

consult/sho-ene/
�
問
い
合
わ
せ
先

産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
（
川
口
市
）

事
業
化
支
援
室

製
品
開
発
支
援
担
当

（
０
４
８
―
２
６
５
―
１
３
１
２
）

平
成
２５
年
１
月
３０
日
�
と
１
月
３１
日
�
に

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
「
彩
の
国

ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
２
０
１
３
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
埼
玉
県
を
中
心
に
関

東
甲
信
越
地
域
の
広
域
的
な
取
引
や
技
術
の

交
流
を
す
す
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
さ

ら
に
広
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
国
内
最
大
級

の
展
示
商
談
会
で
す
。

当
日
は
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
（
サ
ッ
カ
ー

日
本
女
子
代
表
）
の
佐
々
木
則
夫
監
督
な
ど

を
お
迎
え
し
、
経
営
に
役
立
つ
講
演
会
等
も

行
い
ま
す
。

是
非
御
来
場
く
だ
さ
い
。

当
日
の
御
入
場
も
可
能
で
す
が
、
公
式
Ｈ

Ｐ
か
ら
事
前
に
入
場
登
録
を
さ
れ
た
方
は
、

ス
ム
ー
ズ
に
御
入
場
い
た
だ
け
ま
す
（
講
演

会
へ
の
御
参
加
は
公
式
Ｈ
Ｐ
か
ら
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
）。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://bizm

atch.saitam
a-j.or.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

（
０
４
８
―
６
４
７
―
４
０
８
６
）

�
チ
ャ
レ
ン
ジ
経
営
宣
言
！
企
業
登
録
制
度

経
営
や
技
術
を
向
上
さ
せ
る
意
欲
的
な
取

組
を
、
経
営
者
自
ら
の
言
葉
で
宣
言
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
宣
言
を
登
録
す
る
と
県

Ｈ
Ｐ
で
の
紹
介
、
専
門
家
派
遣
な
ど
の
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

�
経
営
革
新
計
画
承
認
制
度

経
営
を
革
新
す
る
た
め
の
計
画
を
県
に
提

出
し
、
承
認
を
受
け
る
制
度
で
す
。
�
目
標

達
成
へ
の
道
筋
の
明
確
化
�
計
画
作
成
・
実

行
段
階
で
の
専
門
家
派
遣
�
承
認
後
は
低
利

融
資
等
の
支
援
制
度
の
用
意
（
別
途
審
査
あ

り
）
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

経
営
革
新
支
援
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
１
０
）

又
は
各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
南
部
・
南

西
部
同
セ
ン
タ
ー
管
内
は
産
業
支
援
課
）

�
事
業
資
金
（
短
期
貸
付
）

手
形
決
済
や
仕
入
れ
等
の
た
め
の
資
金
と

し
て
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
１.１
％
以
内
（
信
用
保
証
な
し
融

資
は
年
１.５
％
以
内
）
で
、
限
度
額
は
２
千
万

円
で
す
。

�
経
営
安
定
資
金
（
特
定
業
種
関
連
）

最
近
３
か
月
の
売
上
高
が
、
前
年
同
期
よ

り
５
％
以
上
減
少
し
て
い
る
場
合
に
御
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

国
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
（
５
号
）

に
対
応
し
た
低
利
の
資
金
で
、
利
率
は
年
１.２

％
以
内
、
限
度
額
は
５
千
万
円
で
す
。

�
経
営
あ
ん
し
ん
資
金

売
上
高
や
利
益
率
が
減
少
し
て
い
る
、
ま

た
は
、
今
後
減
少
す
る
見
込
み
の
場
合
に
、

減
少
率
に
関
わ
ら
ず
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
１.７
％
以
内
、
限
度
額
は
５
千
万

円
で
す
。

�
借
換
資
金

平
成
２２
年
度
以
前
に
借
り
入
れ
た
県
制
度

融
資
を
借
り
換
え
る
こ
と
に
よ
り
、
毎
月
の

返
済
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
新
規
運
転
資
金
も
追
加
可
能
）。

利
率
は
金
融
機
関
所
定
利
率
、
限
度
額
は

１
億
円
（
既
往
借
入
金
、
新
規
運
転
資
金
及

び
借
換
え
時
に
支
払
う
信
用
保
証
料
相
当
額

の
合
計
）
で
す
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び
信
用

保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
短
期
貸
付
を
保
証
な
し
で
御
利
用
い
た
だ

く
場
合
を
除
き
、
別
途
、
信
用
保
証
料
が

必
要
で
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
金
融
課

企
画
・
制
度
融
資
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
１
）

県
で
は
、
仕
事
と
子
育
て
等
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、
短
時
間
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
な
ど
の
働
き
方
を
実
践
し
て
い
る
企

業
等
を
「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
働
き
方
の
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
（
仕

事
の
カ
バ
ー
を
ど
う
行
っ
て
い
く
か
、
能
力

を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
な
ど
）
に
つ
い
て
、

先
進
的
な
取
組
を
行
う
「
実
践
企
業
」
担
当

者
が
各
社
で
の
取
組
を
皆
様
に
紹
介
し
ま
す
。

対
象
	
企
業
等
の
人
事
労
務
担
当
者
、
経
営

者
な
ど

定
員
	
８０
名
（
申
込
み
順
）

日
時
	
平
成
２５
年
２
月
７
日
�
１４
時
〜
１６
時

場
所
	
東
部
産
業
拠
点
施
設
（
春
日
部
市
）

【
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
】
ホ
ー
ル
Ｃ

�
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
５
）

県
で
は
、
県
内
中
小
企
業
の
女
性
社
員
や

女
性
経
営
者
を
対
象
と
し
た
商
品
開
発
の
研

究
会
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
本
研
究
会
の
成
果
発
表
会
を
開

催
し
、
受
講
生
が
考
案
し
た
商
品
企
画
案
を

発
表
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
女
性
の
商
品
企

画
担
当
者
を
招
い
た
講
演
会
と
、
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/a

75.htm
l

日
時
	
平
成
２５
年
２
月
１９
日



１４
時
〜

場
所
	
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
国
際
会
議
室

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
０
８
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン

彩の国ビジネスアリーナ２０１２の様子

―２５―
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民
主
党
、
自
民
党
と
政
権
公
約
に
関

す
る
意
見
交
換
会
を
開
催

企
業
人
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
中
村
芳
夫

会
長
）
は
１１
月
２１
日
に
民
主
党
、
２７
日
に

自
由
民
主
党
の
幹
部
を
そ
れ
ぞ
れ
招
き
、

政
権
公
約
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
東

京
・
大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
開
催
し
た
。

民
主
党

細
野
民
主
党
政
調
会
長
民
主
党
と
の
会

合
に
は
、
細
野
豪
志
政
調
会
長
、
馬
淵
澄

夫
政
調
会
長
代
理
が
参
加
し
た
。
細
野
政

調
会
長
は
、「
３
年
前
の
政
権
交
代
は
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
で
あ
り
、
非
常

に
厳
し
い
経
済
情
勢
で
あ
っ
た
が
、
景
気

の
底
割
れ
を
回
避
し
、
企
業
が
努
力
す
れ

ば
、
結
果
を
出
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
き
た
。
例
え
ば
、
経
済
こ
そ
が
日
本
の

基
盤
で
あ
る
と
考
え
、
法
人
税
減
税
を
決

断
し
た
。
中
小
企
業
の
倒
産
は
減
少
し
、

失
業
率
は
下
が
り
、
税
収
も
増
加
し
た
」

と
述
べ
た
。
ま
た
、
現
下
の
経
済
情
勢
を

め
ぐ
っ
て
は
、「
す
で
に
後
退
局
面
と
認

識
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
経
済
対
策
を
打

っ
て
い
く
。
特
例
公
債
法
に
つ
い
て
は
、

民
自
公
３
党
の
合
意
が
得
ら
れ
、
当
面
３

年
間
は
政
争
の
具
と
は
な
ら
な
い
。
財
政

面
で
の
機
動
的
な
対
応
の
た
め
の
環
境
が

整
っ
た
」
と
発
言
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
か
ら
、「
２

０
２
０
年
度
ま
で
の
平
均
で
名
目
３
％
、

実
質
２
％
の
経
済
成
長
を
実
現
す
る
と
し

て
い
る
一
方
で
、
２
０
３
０
年
代
に
原
発

稼
働
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
化
石

燃
料
へ
の
依
存
度
を
高
め
れ
ば
、
燃
料
コ

ス
ト
が
か
さ
む
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
量
も
十
分
で
は
な
い
。
こ

う
し
た
状
況
で
経
済
成
長
を
本
当
に
実
現

で
き
る
の
か
」「
政
策
メ
ニ
ュ
ー
は
よ
く

整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
策
を

い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く

の
か
が
不
透
明
だ
。
党
内
の
抵
抗
勢
力
を

抑
え
て
、
党
と
し
て
ど
う
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ

す
る
の
か
、
ま
た
、
野
党
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
ど
う
政
策
を
実
現
し
て
い
く
の

か
」
と
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
馬
淵
政
調
会
長
代
理
は
、

「
長
引
く
デ
フ
レ
の
な
か
で
潜
在
的
な
需

要
が
相
当
、
抑
え
込
ま
れ
て
い
る
。
日
銀

の
独
立
性
を
担
保
し
つ
つ
、
日
銀
と
政
府

が
目
標
を
共
有
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
イ
ン

フ
レ
期
待
を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
な
一
歩

に
な
る
」「
２
０
３
０
年
代
の
原
発
稼
働

ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
政
策

資
源
を
投
入
す
る
。
グ
リ
ー
ン
、
ラ
イ
フ

を
中
心
に
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
・
施
策
を

政
府
が
支
援
し
、
公
共
投
資
を
ハ
コ
モ
ノ

一
辺
倒
か
ら
、
ひ
と
、
産
業
へ
転
換
し
て

い
く
」「
２
０
０
９
年
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

は
『
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
リ
ス
ト
』
に
偏
り
、
見

積
も
り
の
甘
さ
が
あ
っ
た
。
今
回
は
、
政

策
の
柱
を
絞
り
込
み
、
シ
ン
プ
ル
で
わ
か

り
や
す
い
、
国
の
か
た
ち
が
見
え
る
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
示
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

自
民
党

甘
利
自
民
党
政
調
会
長
自
民
党
と
の
会

合
に
は
、
甘
利
明
政
調
会
長
、
宮
沢
洋
一

政
調
副
会
長
が
参
加
し
た
。
冒
頭
、
甘
利

政
調
会
長
は
、「
経
済
を
取
り
戻
す
た
め
、

ま
ず
は
日
本
経
済
再
生
本
部
を
新
た
な
司

令
塔
に
設
置
し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

以
降
に
失
わ
れ
た
国
民
所
得
５０
兆
円
を
奪

還
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い

く
」「
デ
フ
レ
、
円
高
か
ら
の
脱
却
を
最

優
先
に
名
目
３
％
以
上
の
経
済
成
長
を
達

成
す
る
。
こ
の
た
め
、
２
％
程
度
の
物
価

目
標
を
設
定
し
、
政
府
・
日
銀
の
連
携
強

化
に
よ
り
、
大
胆
な
金
融
緩
和
を
行
っ
て

い
く
」
と
述
べ
、
経
済
の
立
て
直
し
を
強

調
し
た
。
ま
た
、
科
学
技
術
の
振
興
に
向

け
て
、「
現
行
の
総
合
科
学
技
術
会
議
は

有
名
無
実
の
状
態
で
あ
り
、
予
算
と
権
限

を
集
中
さ
せ
た
『
産
業
競
争
力
会
議
』
に

再
構
築
し
、
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

成
長
産
業
の
育
成
に
向
け
た
タ
ー
ゲ
テ
ィ

ン
グ
ポ
リ
シ
ー
を
推
進
し
、
ま
ず
は
『
健

康
長
寿
世
界
一
』
の
実
現
な
ど
国
民
的
課

題
を
解
決
し
、
世
界
に
展
開
可
能
な
戦
略

目
標
を
設
定
す
る
。
こ
の
た
め
、
官
民
で

の
人
事
交
流
や
プ
ロ
パ
ー
職
員
の
採
用
な

ど
踏
み
込
ん
だ
改
革
を
行
っ
て
い
く
」
と

述
べ
た
。
な
お
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
）
に
つ
い
て
は
、「
自
民
党

は
『
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
』
を
前
提
に
す

る
限
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
反
対
だ
。

た
だ
、
米
国
は
本
音
で
は
日
本
の
参
加
を

望
ん
で
い
る
。
国
益
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、

交
渉
を
日
本
に
有
利
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
だ
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
参
加
者
か
ら
、「
社

会
・
経
済
活
動
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
万
全
を
期
す
こ
と
は
当

然
だ
。
現
状
、
火
力
発
電
へ
の
依
存
が
高

ま
る
の
に
伴
い
、
燃
料
コ
ス
ト
増
な
ど
の

か
た
ち
で
年
間
３
兆
円
の
国
富
が
流
出
し
、

国
内
産
業
の
空
洞
化
に
拍
車
が
か
か
っ
て

い
る
。
自
民
党
は
３
年
以
内
に
す
べ
て
の

原
発
の
再
稼
働
を
判
断
す
る
と
し
て
い
る

が
、
現
下
の
危
機
的
な
状
況
を
共
有
い
た

だ
き
、
迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
甘
利
政
調
会
長
は
、「
当

面
の
３
年
間
、
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
を
徹
底

的
に
推
進
す
る
と
同
時
に
、
原
発
に
つ
い

て
は
再
稼
働
で
き
る
と
こ
ろ
を
順
次
判
断

し
て
い
く
。
１０
年
以
内
に
は
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
構
築
す
る
。
な

お
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
独
立
し
た
規
制

委
員
会
が
判
断
す
る
も
の
と
し
、
こ
の
た

め
の
体
制
を
整
備
す
る
」
と
答
え
た
。

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。旧

年
中
の
ご
愛
読
に
感
謝
し
、
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
故
郷

の
新
潟
県
村
上
市
が
『
鮭
の
古

里
』
と
し
て
Ｔ
Ｖ
番
組
で
よ
く

紹
介
さ
れ
る
。

江
戸
時
代
の
中
頃
、
米
の
不

作
で
財
政
難
に
見
舞
わ
れ
た
時

に
、
村
上
藩
士
が
「
そ
れ
ま
で

誰
も
思
い
付
か
な
か
っ
た
鮭
の

母
川
回
帰
に
着
目
し
て
、
鮭
の

産
卵
と
ふ
化
を
し
や
す
い
環
境

つ
く
り
を
し
「
自
然
保
護
増
殖

法
」
を
世
界
で
初
め
て
試
み
た
、

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

▼
村
上
で
は
鮭
を
「
イ
ヨ
ボ

ヤ
」（
�
魚
の
中
の
魚
）
と
方

言
で
呼
び
、
か
っ
て
冷
夏
の
年
、

米
の
不
作
を
補
う
ほ
ど
に
帰
っ

て
き
た
鮭
で
命
を
つ
な
い
だ
こ

と
に
特
別
な
思
い
が
今
で
も
秘
め
ら
れ
て

い
る
。

▼
こ
の
鮭
が
村
上
市
内
で
年
間
、
海
と
川

で
十
四
万
匹
余
り
。
市
内
を
流
れ
る
三
面

川
で
は
三
〜
四
万
匹
と
れ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
最
近
で
は
海
の
水
温
が
高
く

な
り
、
な
か
な
か
川
に
遡
上
し
て
来
な
く

な
り
、
関
係
者
も
頭
を
悩
め
て
い
る
。
や

は
り
産
卵
に
適
し
た
条
件
を
満
た
し
て
い

な
い
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
鮭
の
文
化
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
大

切
に
し
て
い
る
地
元
の
人
達
。
で
も
、
自

然
現
象
に
は
勝
て
な
い
と
…
。

▼
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
衆
院
議
員
選
挙

や
東
京
都
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
る
。
こ
の

記
事
が
お
目
に
と
ま
る
頃
に
は
結
果
も
判

明
し
て
い
る
と
思
う
が
‥
。
余
り
に
も
多

く
の
難
問
課
題
を
抱
え
て
い
る
日
本
で
、

先
述
し
た
自
然
異
常
気
象
（
�
地
球
温
暖

化
が
原
因
？
）
も
あ
る
。
し
か
し
、
脱
原

発
か
ら
火
力
発
電
等
に
頼
っ
て
い
る
が
、

Ｃ
Ｏ
２

は
完
全
に
度
外
視
さ
れ

て
い
る
状
態
だ
。

デ
フ
レ
脱
出
や
社
会
保
障
、

脱
原
発
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消
費
税
増

税
、
憲
法
改
正
、
国
防
軍
な
ど

な
ど
で
あ
る
。

全
て
の
問
題
に
関
連
性
が
あ

り
、
一
概
に
『
こ
れ
！
』
と
も

決
め
付
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に

今
回
の
投
票
は
悩
み
が
多
い
。

ま
た
、
政
治
家
や
政
党
に
対
し

『
ぶ
れ
な
い
で
欲
し
い
！
』
と

も
。果

た
し
て
国
民
の
投
票
率
が

ど
の
程
度
に
な
る
か
も
、
今
後

の
日
本
を
見
定
め
る
大
き
な
指

針
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

▼
五
十
七
歳
の
若
さ
で
、
歌
舞

伎
界
の
革
命
児
と
い
わ
れ
た
十
八
代
中
村

勘
三
郎
さ
ん
が
他
界
し
た
。
勘
三
郎
さ
ん

は
稽
古
を
何
千
回
と
行
い
自
分
の
型
と
し

し
た
。
こ
の
型
は
役
者
に
と
っ
て
基
本
中

の
基
本
で
、そ
れ
に
心
が
つ
い
て
き
て「
型

破
り
」
に
な
り
、
型
を
知
ら
な
い
と
「
型

な
し
」
だ
と
以
前
に
話
し
た
ら
し
い
が
、

今
の
日
本
で
最
も
重
要
な
事
を
ず
ば
り
語

っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

日
本
経
団
連

提
言
・
提
案
な
ど

第１９１回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

―２６―
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一
二
月
一
日
〜
一
月
一
〇
日

◆
一
二
・
四

第
三
回
企
業
戦
略
研
究

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
六

第
五
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク

ス
推
進
委
員
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
）

◆
一
二
・
七

第
四
回
企
業
戦
略
研
究

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
一

第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル

委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
四

第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
七

第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
九

埼
玉
音
協
臨
時
総
会

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
二
・
二
〇

第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
二
一

第
四
回
グ
ロ
ー
バ
ル

委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
二
六

第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
一
〇

平
成
二
五
年
新
年
会
員

懇
談
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

全国ネットの人材情報で、
出向・移籍等の支援！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受入企業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

センター

情報の授受
相談など

送出企業
人事部門

―２７―
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★
平
成
２４
年
度
第
１１
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー

日
時

１
月
１６
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

２
０
２
０
年
�
貯
蓄
率
ゼ

ロ
経
済
�
の
世
界
で
何
が

起
こ
る
の
か

講
師

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

専
務
理
事

櫨

浩
一
氏

★
平
成
２４
年
度
第
４
回
特
別
セ
ミ

ナ
ー

日
時

１
月
２１
日
�
１３
時
３０
分
〜

１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

企
業
経
営
に
お
け
る
知
的

財
産
管
理
・
活
用
の
重
要

性
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師

埼
玉
大
学
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

知
的
財
産
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

弁
理
士

北
島
恒

之
氏

埼
玉
大
学

非
常
勤
講
師

工
学
博
士

角
田

敦
氏

★
第
１２
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１
月
２８
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

日
本
の
通
商
戦
略
の
課
題

と
将
来
展
望
〜
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ

の
参
加
と
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
推

進

講
師

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ

ア
太
平
洋
研
究
科

教
授

浦
田
秀
次
郎
氏

★
平
成
２４
年
度
埼
玉
大
学
と
の
合

同
特
別
公
開
講
座
第
３
講

日
時

２
月
２１
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６

内
容

中
国
経
済
の
こ
れ
か
ら
〜

経
済
発
展
の
持
続
可
能
性

を
中
心
に

講
師

埼
玉
大
学
経
済
学
部

教

授

牛
嶋
俊
一
郎
氏

★
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講

座
日
時

２
月
２２
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

日
本
人
よ
、
世
界
一
の
夢

を
追
え

講
師

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
「
京
」
の
開
発
責
任
者

井
七

愛
一
郎
氏

★
平
成
２４
年
度
第
３
回
人
事
労
務

委
員
会

日
時

２
月
２５
日
�
１４
時
〜
１８
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に

向
け
て
、
先
進
企
業
の
取

り
組
み
事
例
に
学
ぶ
〜
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査

表
彰
式
・
交
流
会

講
師

ブ
ラ
ザ
ー
工
業
�
人
事
部

グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

大
井
裕
之
氏

事
例
発
表

埼
玉
県
内
の
Ｇ
Ｐ
Ｔ

Ｗ
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
入
賞

県
内
企
業
２
社

★
平
成
２４
年
度
第
５
回
グ
ロ
ー
バ

ル
委
員
会

日
時

２
月
２７
日
�
１４
時
〜
１６
時

３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

外
国
人
留
学
生
の
採
用
・

戦
力
化
に
つ
い
て
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
師

留
学
生
就
職
支
援
ネ
ッ
ト

Ｎ
Ａ
Ｐ

代
表

田
口
芳

弘
氏

パ
ネ
リ
ス
ト

一
橋
大
学

キ
ャ
リ
ア
支
援
室

シ
ニ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

高
橋

治
夫
氏

埼
玉
大
学

教
授

中
本

進
一
氏

外
国
人
留
学
生
就
職
内
定

者

★
第
５
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

２
月
２８
日
�
１４
時
〜
１６
時

３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

こ
の
時
代
に
お
け
る
企
業

成
長
の
条
件
〜
最
近
の
Ｉ

Ｐ
Ｏ
（
新
規
株
式
上
場
）

の
事
例
を
踏
ま
え
て

講
師

有
限
責
任
あ
ず
さ
監
査
法

人

Ｉ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
室

長

鈴
木
智
博
氏

同
右

企
業
成
長
支
援
本

部

パ
ー
ト
ナ
ー

土
肥

真
氏

★
第
１３
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

３
月
４
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

わ
が
国
の
経
済
、
財
政
、

金
融
の
現
状
と
課
題

講
師

関
東
財
務
局
長

菅
野
良

三
氏

★
第
１４
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

３
月
７
日
�
１３
時
３０
分
〜

１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
コ
ー

チ
ン
グ
に
つ
い
て
学
ぶ

講
師

Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
シ

ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

�
パ
ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ー
チ

加
地
照
子
氏

同
右

代
表
取
締
役

世

界
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
協
会

資
格
検
定
委
員

細
川

馨
氏

★
第
１５
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

３
月
１２
日
	
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

習
近
平
政
権
下
の
中
国
政

治
経
済
情
勢
と
日
本
経
済
、

日
本
企
業
へ
の
影
響
に
つ

い
て

講
師

キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
研
究
所

研
究
主
幹

瀬
口
清
之
氏

★
第
６
回
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー

日
時

３
月
１５
日
�
１３
時
３０
分
〜

１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー



ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経
済
・

投
資
環
境
と
進
出
に
あ
た

っ
て
の
留
意
事
項

�
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
へ
の

進
出
後
の
留
意
事
項
〜
不

正
防
止
対
策
、
税
務
調
査

へ
の
対
応
を
中
心
に

講
師

Ｇ
Ｊ
Ｐ

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
統

括
／
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ミ
ャ
ン
マ

ー
事
務
所
長

藤
井
康
秀

氏Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ

Ｆ
Ａ
Ｓ

デ

ィ
レ
ク
タ
ー

藤
田
大
介

氏

★
第
２６
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い

日
時

３
月
１４
日
�
９
時
３０
分
〜

１７
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１
・
４０２

内
容

基
調
講
演
・
事
例
発
表
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
・
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

講
師

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ

制
作
本
部
ド
ラ
マ
番

組

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

小
松

昌
代
氏

事
例
発
表

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ

ャ

事
業
本
部
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

相
澤
敦
子
氏

埼
玉
縣
信
用
金
庫

融
資

部
副
長

山
口
和
子
氏

エ
ー
ザ
イ
�
美
里
工
場

茂
木
美
代
子
氏

★
青
年
経
営
者
部
会
、
特
別
講
演

会
日
時

３
月
１８
日
�
１６
時
〜
１９
時

内
容

ど
う
す
る
日
本
企
業
〜
今
、

改
め
て
経
営
戦
略
を
問
い

な
お
す

講
師

神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学

研
究
科
教
授

三
品

和

広
氏

★
正
・
副
会
長
会
議

日
時

３
月
２２
日
�
１３
時
３０
分
〜

１４
時
２０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

理
事
会
に
付
議
す
る
議
事

説
明
等

★
理
事
会
・
懇
親
会

日
時

３
月
２２
日
�
１４
時
３０
分
〜

１８
時

内
容

平
成
２５
年
度
事
業
計
画
等

講
演

日
本
の
あ
る
べ
き
安
全
保

障
政
策
と
は
〜
中
国
の
軍

事
大
国
化
と
日
米
同
盟
の

将
来
像
を
踏
ま
え
て

講
師

政
策
研
究
大
学
院
大
学
准

教
授

道
下
徳
成
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
交
設

代
表
取
締
役

深
井

進

上
尾
市
平
方
四
二
八
〇
―
一

電
話
〇
四
八
―
七
八
一
―
二
五

九
〇

（
資
）
五
千
万
円

（
従
）
四
三
名

建
設
・
土
木

�
染
谷
商
事

代
表
取
締
役

染
谷

重
明

春
日
部
市
米
島
一
一
九
八
―
三

電
話
〇
四
八
―
七
四
六
―
二
二

〇
〇

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
六
名

不
動
産
、
建
築
、
建
物
管
理

�
大
和
不
動
産

代
表
取
締
役
社
長

小
山

陽

一
郎

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
一
―

二
―
一
エ
イ
ペ
ッ
ク
ス
タ
ワ
ー

浦
和
中
央
館
２
０
２

電
話
〇
四
八
―
八
三
三
―
七
八

六
八

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
七
八
名

不
動
産
業
（
仲
介
、
管
理
）

�
東
都
ハ
イ
ム

代
表
取
締
役

水
野

松
三

越
谷
市
赤
山
本
町
六
―
九

電
話
〇
四
八
―
九
六
五
―
八
一

五
五

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

建
設
、
不
動
産
業

東
都
フ
ォ
ル
ダ
ー
工
業
�

代
表
取
締
役

前
嶋

洋
左
右

川
口
市
前
上
町
三
二
―
二
四

電
話
〇
四
八
―
二
六
二
―
二
八

三
八

（
資
）
四
千
五
百
万
円

（
従
）
一
〇
〇
名

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
械
製
造
販
売

湯
本
内
装
�

代
表
取
締
役

湯
本

茂
作

行
田
市
埼
玉
三
三
三
一

電
話
〇
四
八
―
五
五
九
―
四
六

一
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
二
三
名

内
装
仕
上
工
事
業
、
建
具
工
事

業

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
玉
音
協

三三三三三三三三三三三三三三三三三三遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭亭歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌之之之之之之之之之之之之之之之之之之介介介介介介介介介介介介介介介介介介独独独独独独独独独独独独独独独独独独演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会
埼玉音協主催

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
七
二
号

２
０
１
３
年
１
月
１０
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

宮
田
信
久

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

平成25年2月8日（金）
18 : 30開場 19 : 00開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 小ホール

▲

会費／2,800円（一般3,300円を）（全席指定・税込）
＊未就学児のご入場はご遠慮ください。
＊埼玉県経営者協会会員様も上記会費にてご購入いただけます。

爆笑ライブ

この印刷物は再生紙を使用しています
―２８―


